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はじめに 

 
 本レポートは、公益社団法人日本山岳ガイド協会のゼ日外国人対応委員会より依㢗を受

け、フリーランスのライター・編㞟者である㇂山宏典と小林百合子が取材・ㄪ査を⾜い、

まとめたものである。 
 日本山岳ガイド協会のゼ日外国人対応委員会では現在、㔝生動物ほ察をテーマとした「ツ

アーコンテンツの㛤発・改善」のための活動を⾜っている。具体的には、ゼ日外国人の受

け入れ㸦外国ㄒ対応など㸧やWEBによる情報発信の体制の整備、㔝生動物ほ察をテーマと
したガイドルートの㐀成などである。次年度㸦2020年度㸧以㝆、そうした活動に本格的に
着手するにあたり、まずは日本における㔝生動物ほ察ツアーの現状について把握する必せ

があり、そのためにこのレポートを作成した。 
 日本列島は南北に細㛗く、気候的には亜熱帯から亜寒帯まで存在する。さらに列島の周

囲には、南すㅖ島や小笠原ㅖ島など多くの孤立した島嶼が点在している。山地や丘㝠は国

土の 70㸣を㉸え、そのほとんどが森林にそわれ、中㒊地方には標㧗 3000mクラスの㧗山も
㐃なっている。こうした㇏かな自然環境に恵まれているゆえに、国土が狭いわりには多様

な生物相が育まれ、日本には現在約 130種㢮の哺乳㢮が生息している。 
 「日本における㔝生動物ほ察ツアーの現状」といっても、地域によって自然環境や生息

する㔝生動物、またそれらの保ㆤ管理体制は異なる。全国各地の現状を網羅的にㄪ査する

ことは時㛫的、予算的にも困㞴であったため、まずはㄪ査対㇟のエリアを日本アルプスの

山々への玄㛵口であり、外国人ほ光客も数多くゼれている「上㧗地」と「立山」に絞り、

取材・ㄪ査を㐍めた。「Ⅰ 上㧗地・立山における現状のㄪ査」は、両エリアにおける㔝生

動物の保ㆤ管理体制の実態や、ネイチャーツアー実施やゼ日外国人対応の現状とㄢ㢟につ

いてまとめている。 
「Ⅱ ほかの地域での特筆すべき事例」では、多彩な㔝生動物ウォッチングツアーを実施

している㍍井沢の「ピッキオ」や、公共施タながら斬新な展示などでヰ㢟を㞟め、ゼ日外

国人対応にも力を入れている㧗尾の「TAKAO 599 MUSEUM」などを先㐍事例として紹介。
また、「Ⅲ アメリカの国立公園における㔝生動物ほ察」では、㔝生動物の保ㆤ管理体制や

ほ察のための仕組みが確立されているアメリカの事例からヒントを得るべく、同国の国立

公園の特徴やネイチャーツアーの現状、参加者の安全管理対策をまとめた。 
「Ⅳ 㔝生動物などのほ察ツアーおよび情報発信の可能性の検ウ」は本レポートのまとめ

として、Ⅰ㹼Ⅲの取材・ㄪ査を㏻じてぢえてきたㄢ㢟や今後に向けた展望を㏙べている。 
 本レポートが、日本における㔝生動物ほ察ツアーの㛤発や改善に多少なりとも寄与する

ことを㢪っている。 
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Ⅰ 上㧗地・立山における現状のㄪ査 

 

㸯 上㧗地 

 以下の上㧗地地区の現状については、一⯡㈈団法人自然公園㈈団上㧗地支㒊の主任・櫻

井知寛氏、同㔝生動物対策専㛛員・㤶取ⲡ平氏への聞き取りをもとにまとめた。 
 
㸦㸯㸧エリアの特徴 

㹟 概せ――自然環境、ほ光客や登山者数など 

 槍・穂㧗㐃峰への登山口である上㧗地は、中㒊山岳国立公園の一㒊であり、国の文化㈈

㸦特別名勝・特別天然グ念物㸧にも指定されている。梓川沿いの平坦㒊の標㧗は約 1500㹫
㸦大正池 1492㹫㹼横尾 1620㹫㸧で、4 月下旬㹼11 月中旬のほ光シーズンには多くのほ光
客や登山者で㈰わう。 
 上㧗地へ入る唯一の㌴㐨である県㐨上㧗地公園線は、㏻年マイカーつ制が⾜われ、シー

ズン中に上㧗地に入るには、松本方㠃からは沢渡㥔㌴場、㧗山方㠃からは平湯あかんだな

㥔㌴場でシャトルバスまたはタクシーに乗り換える。また、夏から秋にかけての㐌末を中

心に、㊰線バスを㝖くバス㸦ほ光バス、マイクロバス㸧の上㧗地へ乗り入れが制㝈される 「ほ
光バス乗り入れつ制日」がタけられている。マイカーやバスによる排気ガスの影㡪を最小

㝈に止めてきたことで、上㧗地では動植物の営みや、空気や水の美しさが保たれてきた。 
 ㏆年の上㧗地の利用者数は年㛫 120 万人ほど㸦※1㸧。うち外国人利用者数は、自然公園
㈈団上㧗地支㒊のㄪ査では 26万人ほどと推ィ。上㧗地インフォメーションセンター入㤋者
の国籍割合㸦※2㸧は、日本人ほ光客 73㸣に対して、アジア系ほ光客は 18㸣、欧米その他
からのほ光客は 9㸣。その内ヂをぢると、アジア人ほ光客ではタイ、台湾、㤶港が多く、欧
米人ほ光客ではイスラエル、フランスが特に多かった。 
 ※1 『平成 30年ほ光地利用者統ィㄪ査結果』㸦㛗㔝県ほ光㒊山岳㧗原ほ光ㄢ㸧より 
 ※2 一⯡㈈団法人自然公園㈈団上㧗地支㒊ㄪべ 

 
㹠 生息する㔝生動物 

 上㧗地に生息する㔝生哺乳動物としては、ツキノワグマ、ニホンザル、ニホンアナグマ、

ホンドオコジョ、ニホンリス、ホンドダヌキ、ニホンノウサギ、ホンドギツネ、ヤマネ、

ニホンカモシカなどが確ㄆされている。また、これまで北アルプスではニホンジカの生息

はぢられなかったが、㏆年オスの個体が地区内で広く目撃されている。 
 以下に、上㧗地のニホンザルとツキノワグマの特徴について㏙べる。 
【ニホンザル】 

・ニホンザルは、ヒト以外では最も㧗緯度に生息し、寒冷地に㐺応した珍しい㟋㛗㢮であ

る。緯度は㟷森の下北半島が北㝈となるが、年㛫の平均気温をぢると上㧗地は札幌よりも

寒く、それゆえ上㧗地のニホンザルは〝もっとも寒い地域で生息するサル〟だとゝえる。 
・現在、上㧗地には 4つの群れがあるとゝわれ、㢌数は 200㢌以上だと推測されている。 
・巣を持たずに㐟動生活を㏦っており、8 月㹼9 月には標㧗 3000m 付㏆まで〝登山〟する
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こともある。こうした登山⾜動は、上㧗地のサルと槍ヶ岳のサル以外ではぢられないユニ

ークな特徴である。 
・人㛫に㣵付けされることなく、季節に応じて獲れるもの㸦春は新ⱆ、夏は小さな昆⹸、

秋は木の実、冬は木の枝や皮など㸧を㣗べて暮らしているという点で、自然本来のサルの

姿がほ察できるのも上㧗地の特徴である。 
【ツキノワグマ】㸦※㣗性については、一⯡的なツキノワグマの㣗性をグ㏙㸧 

・北アルプスのクマは、夏は標㧗 2000㹫台の亜㧗山帯に生息し、秋には㣗料となるミズナ
ラの樹林が広がる標㧗 1600㹼1800㹫以下の山地帯㸦本州の中㒊山岳では標㧗 700㹼1700m
の地区㸧へと下りてくる。つまり、標㧗 1500㹫の上㧗地はクマの㏻り㐨となっている。 
・㣗性は、植物性に偏った㞧㣗性。春にはⲡ本㢮や木本㢮の新ⱆ・新ⴥ、前年度にⴠちた

堅果㢮㸦ブナ㢮・ナラ㢮㸧、夏にはⲡ本㢮や液果㢮㸦サルナシ、ミズキ、アケビなどの果実㸧、

アリやハチなどの昆⹸、秋には冬眠に備えて脂㉁・炭水化物に富む堅果㢮㸦ミズナラなど

の実㸧を㣗べる。 
 
㹡 㔝生動物㸦ニホンザル、ツキノワグマ㸧の保ㆤ管理の実態 

【保ㆤ管理体制】 

 上㧗地は中㒊山岳国立公園の一㒊であり、その管理は環境省の上㧗地管理官事務所所属

のレンジャー㸦国立公園管理官㸧およびアクティブレンジャーと、公園管理団体に指定さ

れている一⯡㈈団法人自然公園㈈団上㧗地支㒊が⾜っている。 
 拠点施タは「上㧗地インフォメーションセンター」と「上㧗地ビジターセンター」の 2
ヵ所。どちらも環境省の施タだが、管理・㐠営は自然公園㈈団上㧗地支㒊が担っている。

自然公園㈈団上㧗地支㒊の事務所や環境省の管理官事務所はインフォメーションセンター

内にある。 
 㔝生動物の保ㆤ管理に㛵わる人員は、上㧗地の管理業務全⯡に携わるレンジャー1名とア
クティブレンジャー2名、自然公園㈈団上㧗地支㒊の㔝生動物専㛛員 1名㸦㤶取氏㸧のィ 4
名。日常的な業務㸦後㏙㸧はアクティブレンジャー2名と㤶取氏のィ 3名で⾜っているが、
アクティブレンジャーはそのほかの業務も並⾜して⾜っているため、上㧗地で㔝生動物対

策を専㛛として活動しているのは実㉁的に㤶取氏 1名のみとなる。 
 そのほか上㧗地の㔝生動物の専㛛家として、信州大学㎰学㒊の泉山ⱱ之教授がいる。ツ

キノワグマが出没した㝿などは、専㛛家である泉山氏と協㆟して対応に当たることが「上

㧗地地域ツキノワグマ対策実㊶マニュアル」㸦後㏙㸧で決まっている。 
 
【日常的な業務】 

 上㧗地で⾜っている、ニホンザルとツキノワグマの保ㆤ管理に㛵する日常的な業務は 
①ニホンザルの巡ど・監ど・㏣い払い 
②ツキノワグマの巡ど・監ど・注意喚㉳ 
③利用者㸦ほ光客や登山者㸧への普及啓発活動 
 である。 
 ①については、2007年㡭から上㧗地では「人㛫とサルとの㊥㞳感㸦㏆づきすぎ㸧」が問㢟
となっている。以来、地域を挙げてサル㏣いが⾜われ、㤶取氏も㔝生動物対策専㛛員とし
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てテレメトリㄪ査㸦※3㸧による群れの位置の把握や、サルと人㛫の㊥㞳が㏆づきすぎてい
るときにはエアガンを使った㏣い払いを実施している。 
 ②は、巡回中にクマを目撃したり、利用者から目撃情報が寄せられたときは、「熊目撃情

報」の掲示の更新をして利用者への注意喚㉳を⾜う。掲示は、各公⾗トイレ、ビジターセ

ンター、インフォメーションセンターなど人目につきやすい場所に 14ヵ所タ置している。 
 ③の普及啓発活動は、巡回中に利用者に直に㔝生動物に対する注意喚㉳㸦エサを与えな

い、㏆づきすぎない㸧やゎㄝ㸦㏣い払いをする目的㸧などを⾜っているほか、2019年は新
たなヨみとしてビジターセンターで㔝生動物に㛵するミニトーク㸦レクチャー㸧をヨ㦂的

にィ 7 回㸦クマ 1 回、サル 6 回㸧実施した【画像Ⅰ-1】。また、「㔝生動物にエサを与えな
い」などの注意喚㉳を⾜うポスター【画像Ⅰ-2】をトイレやホテルに掲示している。 

 
【ツキノワグマ対策】 

 ツキノワグマ対策として、十数年ぐらい前から専㛛家の指導の下、ホテルや山小屋から

出たゴミは堅牢な㔠属〇ゴミ箱に入れることが徹底され、ゴミによってクマをㄏ引しない

ように努めてきた。 
 ツキノワグマの出没が確ㄆされた場合には「上㧗地地域ツキノワグマ対策実㊶マニュア

ル」に従い、出没レベルを 5 段㝵で判定。それぞれのレベルに応じた対応策を取ることが
決まっている。対応内容は次ページの「ツキノワグマ出没レベル別の対応内容」を参照。 
 2019 年はクマの出没が例年に比べて多く、大正池㹼横尾のエリアでの目撃件数㸦4㹼11
月㸧は 178件と、前年に比べて 3.8倍も増加した。目撃地点は上㧗地全域にわたっている。
そのうちの数件は、明神公⾗トイレや小梨平キャンプ場など多くの人が滞在もしくは⾜き

来する場所㸦利用㞟中区域㸧で出没し、小梨平キャンプ場では 5mほどの至㏆㊥㞳で目撃さ
れている。 
 
 

【画像Ⅰ-1】ミニトークの告知ポスター 

 【画像Ⅰ-2】注意喚㉳のポスター 
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ツキノワグマ出没レベル別の対応内容 

 
出典㸸「上㧗地地域ツキノワグマ対策実㊶マニュアル」㸦環境省㸧 

 
 明神公⾗トイレ周㎶に出没したときは、㆙察との協㆟のうえ、㤶取氏の判断で半径 20㹼
30㹫ほどの範囲内の㏻⾜・立ち入りをつ制し、㤶取氏、アクティブレンジャー1名、㆙察官
2名のィ 4名でほ光客のㄏ導などを実施。河童橋㏆くの㞟団施タ地区で出没したときも、ク
マの動きに応じて㐺宜㏻⾜つ制エリアをタけて、クマが森の奥へと㞳れていくのを待った。

小梨平キャンプ場では、クマの出没が確ㄆされて以㝆、ㄏ引の危㝤があるㄪ理器具㸦BBQ
コンロ、㘠など㸧の夕方㸦18時 30分㸧までの㏉却を徹底し、夜㛫屋外に㣗べ物、㣗べ残し、
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ゴミ、においの残った㣗器や㘠などを放置することを禁止する措置がとられた。ビジター

センター主催の「星空ほ察会」㸦9月 22日㛤催予定㸧は、クマの出没が多かったため、安全
を考慮して中止となった。 
 レベル 4 以上と判定され、ワナをタ置して捕獲したクマは 3 㢌。いずれも㞟団施タ地区
で捕獲をされた。捕獲後は、㐲くの山林に放獣している。 
 ※3 テレメトリとは、㔝生動物の㌟体に発信機を⿦着し、地上のアンテナなどとの㛫で㏦受信される㟁

波情報から動物の移動を㏣㊧する技⾡ 

 
㹢 㔝生動物の保ㆤ管理に㛵するㄢ㢟 

 ニホンザルとツキノワグマについて、現状で次のような⿕害やㄢ㢟がある。 
【ニホンザル】 

□サルとの㊥㞳感㸦㏆づきすぎ㸧 
 現時点では、たとえば日光のサルのように人に対して攻撃をしたり、㣗べ物を奪ったり

する問㢟⾜動は㢧ⴭになっていないが、威嚇をされた利用者が㌿倒してケガをするなどの

㛫接的な人的⿕害は㉳こっている。また、㊥㞳が㏆く、サルが人㛫のことを㆙戒していな

い状況で、人㛫がエサを与えるなどしてサルが人㛫の㣗べ物の味をぬえてしまうと、日光

のサルのように威嚇もせずに突然、人の㣗べ物を奪ったり、くってくるといった深刻な状

態になる恐れもある。 
 そのため、㤶取氏がサルの㏣い払いや利用者への注意喚㉳を⾜っているが、依然として

サルに㏆づいて写真を撮ったりするほ光客は多く、サルとの㛵わり方についての普及啓発

が十分に㐍展していない。 
 
□㣗害 
 建物の木材をサルが㣗べる「㣗害」も㉳こっている。明神の穂㧗神社奥宮は深刻な㣗害

に㐼い、現在は㔠網でそっている。ホテルや山小屋の建物も⿕害を受けている。 
 周囲に自然の樹木があるのに、なぜわざわざ建物の木材を㣗べるのか。その理由は定か

ではないが、上㧗地全域ではなく、局所的に㉳こっていることなので、「一㐣性の現㇟であ

り、ある㞟団の中でこのような嗜好を持つ個体が同時多発的に発生しているのではないか」

と㤶取氏は推測する。 
 
【ツキノワグマ】 

□人の危㝤な⾜動 
 2019年は、クマの出没が多かった一方で、利用者の危㝤な⾜動も多かった。たとえば、
7月に子熊出没の㏻報を受けて、㤶取氏が目撃情報のあった現場へと向かうと、園㊰の脇に
2㢌の子熊がいて、」数の利用者が写真を撮っていた。すぐに利用者に声をかけて子熊から
㞳れるようにㄏ導したうえで、まわりをほ察すると 20mほど㞳れた笹の中で⯆奮したぶ熊
がこちらをぢつめている姿を発ぢした。しばらく㟼ほしていると、ぶ熊はこちらを威嚇す

るようにして子熊たちを回収して去っていったが、子熊の撮影が続いていたらぶ熊をさら

に刺激して、人㌟事故が㉳こってもおかしくはない状況であった。 
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 以上のような㔝生動物への㏆づきすぎの問㢟は、サルの人㥆れ、クマの出没の増加など

動物側の事情もあるが、「サルやクマをぢかけたら㏆づかない」という人㛫側の⾜動を徹底

することで、ほとんどの場合は回㑊できるし、自分たちの㌟の安全を守ることもできる。 
 㔝生動物に㐼㐝したときに利用者が㐺切な⾜動をとれるかは、正しい知㆑の普及啓発が

㘽となる。ただ、その普及啓発活動においてもㄢ㢟がある。 
 第一のㄢ㢟は「マンパワーの圧倒的な不㊊」。 
 前㡯で㏙べたように、上㧗地の㔝生動物対策を専業で⾜っているのは、㤶取氏のみであ

る。2019年にヨ㦂的に実施した㔝生動物に㛵するミニトークは、利用者にクマやサルのこ
とを知ってもらい、⾜動改善を促す効果があると手ごたえを感じているが、1回の㛤催で㞟
められる利用者はせいぜい 40 名程度。2019 年は合ィ 7 回実施し、来年以㝆はもっと数を
増やしていきたいと考えてはいるものの、120万人という上㧗地の利用者数を考えれば、そ
の広がりは極めて㝈定的だ。また、回数を増やすといっても、㤶取氏には日ごろの巡回な

どの業務もあるため、㝈界がある。 
 これまでもポスターを掲示して注意喚㉳を⾜ってきたが、どぬ的にわかりやすいデザイ

ンに変更したり、掲示場所を工夫するなどして、より広く周知ができる方法を模索してい

る。SNSの利用も検ウはしているが、「どうすればより多くの人に必せな情報が拡散してい
くのか。その具体的なアイデアは持てていない」㸦㤶取氏㸧そうだ。 
 第二のㄢ㢟は、ゼ日外国人対応ともつながるが、上㧗地には世界各国から 20万人以上の
外国人ほ光客がゼれるため、「国によって、動物に対する考え方や常㆑が異なり、普及啓発

の切り口を変えていく必せ性がある」こと。 
 たとえば、欧米系の人はスノーモンキー㸦㛗㔝県㸭地獄㇂㔝猿公ⱌ㸧のイメージが強い

ため、サルは人㛫に㏆く、㏆くで写真を撮ることは問㢟ないと考えている人が多い。そう

した外国人には、スノーモンキーは㣵付けされており、自然本来の姿で生きる上㧗地のサ

ルとの㐪いからㄝ明する必せがある。また、アジア系の文化圏の人は、㔝生動物にエサを

あげることをよいことだとㄆ㆑している人が多いため、㣵付けすることのマイナス㠃を伝

えなければならない。 
 普及啓発に㛵する上グのㄢ㢟をゎ決するためのひとつの方法として、添乗員への普及啓

発というアイデアがある。上㧗地はほ光バスによる団体ほ光客が多いので、添乗員が㔝生

動物についての正しい知㆑を持ち、利用者への啓発を⾜ってくれることが「上㧗地の客層

を考えると、もっとも効率のいい普及啓発になる」と㤶取氏。しかし現状はむしろ㏫で、「サ

ルがぢれる」とクライアントに宣伝し、ツアー客の㏆くで㤶取氏が㏣い払いをすると文句

をゝう添乗員もいるという。 
「『サルが㏆くにいたら、こう⾜動すべき』『㏆づきすぎてはいけない』などの注意喚㉳を

添乗員から⾜ってもらい、㔝生動物対策の一翼を担ってほしいですね」 
 そう㤶取氏はッえる。 
 
 
㸦㸰㸧㔝生動物ほ察などのネイチャーツアーについて 

㹟 ネイチャーツアーの現状 

 上㧗地では現在、㔝生動物ほ察を主目的としたツアーは実施していない。 
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 ビジターセンター主催で 2019年に実施したネイチャーツアーは下グ㏻り。 
ツアー名 実施回数、コースなど 

㸦実施実績は 2019年のもの㸧 

所せ時㛫 参加㈝ 

ガイドウォーク 毎日㛤催。明神池コースと大正

池コースがある 

2時㛫 500円 

春のバードウォッチング 5、6 月の日曜日にィ 2 回㛤催。

明神往復 

5時㛫 30分 1000円 

徳沢フラワートレッキン

グ 

5、6 月の土曜日にィ 2 回㛤催。

徳沢まで 

3時㛫 30分 1000円 

夏の早朝バードウォッチ

ング 

7月の土日祝にィ 7回㛤催。小梨

平にて 

1時㛫 30分 500円 

上㧗地シダ・コケ植物ほ察

会 2019 

9月の日曜日にィ 1回㛤催。明神

往復 

5時㛫 30分 1000円 

樹木ほ察会 9月の日曜日にィ 1回㛤催。大正

池まで 

3時㛫 1000円 

 
 2019 年 11 月には、日本山岳ガイド協会のガイド研修のため、㤶取氏が㔝生動物ほ察を
テーマとしたコースをタ定して、ヨ㦂的なツアーを実施した。 
 ルートは、インフォメーションセンター㹼明神の往復。往㊰では梓川右岸、復㊰では左

岸を歩いた。サルの㣗性や習性がわかるポイントや、ツキノワグマが好む場所や実㝿に目

撃情報があったポイントなどをあらかじめ定めておいて、その場所に来たらガイドがゎㄝ

するスタイルを採った。 
 ガイド研修だったため、一⯡のクライアントはいなかったが、前日にホテルで呼びかけ

て⯆味をもってくれた欧米人夫婦が参加。実㝿に動物をぢることはできなかったが、上㧗

地のサルやクマの生態についてガイドからㄝ明を受けながら散策ができて、満㊊している

様子だった。 
 
㹠 参加者の安全管理対策 

 上㧗地では㔝生動物ほ察ツアーの実施実績はないが、ヨ㦂的なツアーを㏻じて、参加者

の安全管理対策として有効だと㤶取氏が感じたことを以下にまとめる。 
 まずは「事前レクチャーの実施」。 
 何も知㆑がないまま散策中にサルをぢかければ、できるだけ㏆づいて写真を撮ったりし

たくなるだろう。そうした無自ぬに㔝生動物に接㏆するクライアントに対して、ガイドが

現場で一方的に「㞳れてください」と注意をすれば、クライアントの不満にもつながりか

ねない。また、突然クマに㐼㐝すれば、思わず大声を出してしまい、かえってクマを刺激

してしまう危㝤性がある。 
 ツアー出発前にレクチャーを実施して、㔝生動物の生態や出会ったときにどう⾜動すべ

きかを知っておけば、参加者一人一人が気を付けて⾜動ができるし、仮に不注意で㏆づき

すぎてガイドから注意を受けたとしても素直に納得し、ガイドの指示に従うことができる



12 
 

のではないだろうか。 
 また、「ツアー中のゎㄝであえて生々しいヰを入れること」も参加者への注意喚㉳や意㆑

向上の効果があるのではないかと㤶取氏は感じている。 
 たとえば、ヨ㦂的なツアーでは、上㧗地の園㊰でのクマのぶ子との㐼㐝のヰをして、そ

れがいかに危㝤な状況であったかをゎㄝした。あえて怖いヰ、生々しいヰをすることで、

参加した欧米人の夫婦は「日本のツキノワグマは危㝤なのか㸽」と真剣な⯆味を持ってく

れ、自分たちが「クマの生息地にいること」を強くㄆ㆑してもらうことができたという。 
「㔝生動物は本㉁的にコントロールできないので、『これをやれば絶対安全』という方法は

ありません。しかし、『これだけはしてはいけない』というルールはあります。たとえば、

『クマを目撃したら大声を出さない』などです。そうしたことを事前にツアー参加者に伝

えておくことは必せだと思います」㸦㤶取氏㸧 
 
㹡 ネイチャーツアー実施に㛵するㄢ㢟 

 㔝生動物ほ察を主目的にツアーを実施する場合、最大のㄢ㢟はやはり、「㣗性や習性など

から㐼㐝しやすい場所はわかったとしても、そこに⾜けば必ずぢられるわけではない」㸦㤶

取氏㸧ことだろう。実㝿、ヨ㦂的なツアーでも、2日にわけて 2回ツアーを実施したものの、
1度も㔝生動物をぢることができなかった。 
 ルートに㛵する制約も大きい。上㧗地であれば、梓川両岸にそれぞれ 1 本ずつ園㊰が㏻
っているだけなので、そのルート上に㔝生動物が出てきてくれないかぎりはほ察もできな

い。ルートの問㢟は上㧗地に㝈ったヰではないが、森林や山の中を自由に動き回れる㔝生

動物に対して、基本的に登山㐨しかほ察ルートが取れない人㛫はあまりにも不自由であり、

㐼㐝率を㧗めることは㞴しい。 
 そのため、現時点で上㧗地において㔝生動物に㛵するツアーを実施するのであれば、「ヨ

㦂的なツアーでもそうしたように、㔝生動物の習性や㣗性がわかるようなポイントを巡る

内容が現実的」というのが㤶取氏のぢゎだ。 
 動物との㐼㐝率を㧗めることが㞴しいのであれば、その分、動物をぢられなかったとし

ても参加者に満㊊感を与えるガイディングが不可欠となる。 
 㔝生動物そのものとは㐼㐝できなくても、㔝生動物の痕㊧として「㣗痕」や「糞」、冬で

あれば「㊊㊧」などをぢせることはできる。ㄪ査用の自動撮影カメラなどで撮った映像が

あれば、ツアーにタブレット PCを持参して、たとえばハルニレの木の前で「ハルニレを㣗
べるサルの映像」をぢせれば、より臨場感を持ってもらうことはできるだろう。実㝿、㍍

井沢の「ピッキオ」㸦Ⅱ㸭㸯 ㍍井沢「ピッキオ」を参照㸧のネイチャーツアーでは、タブ

レット PCでけもの㐨を㏻る動物たちの映像をツアー中にぢせてもらった。また、動物の毛
皮や㊊形などの小㐨具も有効だ㸦Ⅰ㸭㸰「立山」の事例では、実㝿にそうした小㐨具を教

材として使用していた㸧。 
 そうした「動物がぢられなくてもクライアント楽しませるコツ」はまさにガイドの腕の

ぢせどころであり、㔝生動物に㛵するツアーを実施するにあたっては不可欠のせ素となる。 
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㸦㸱㸧ゼ日外国人対応について 

㹟 ゼ日外国人対応の現状 

 上㧗地の施タ㸦インフォメーションセンター、ビジターセンター㸧やWEBページなどの
多ゝㄒ対応の状況は以下の㏻り。 
□施タの展示……常タのほ光情報㸦登山、温泉、㣗事などの情報㸧や自然ゎㄝの展示はⱥ

ㄒ併グ。登山情報は、外㒊の㡑国ㄒが堪能な人にボランティアで翻ヂをしてもらい、㡑国

ㄒも併グしている。 
□パンフレット……外国ㄒのパンフレットはⱥㄒ版のみ。 
□スタッフ……ⱥㄒのみが対応可能。 
□WEB ページ……ビジターセンターのホームペー
ジ㸦https://www.kamikochi-vc.or.jp/㸧があり、ⱥㄒ
のほか、繁体中文、簡体中文、㡑国ㄒに対応。上㧗

地ほ光旅㤋組合が作っている「上㧗地公式ページ」

㸦https://www.kamikochi.or.jp/㸧もⱥㄒ、繁体中文、
簡体中文、㡑国ㄒに対応している。 
 ゼ日外国人対応としては、上グのような施タ・ス

タッフ・WEBページの多ゝㄒ化のほか、3、4年前
からビジターセンター主催で「外国人向けのトレッ

キングツアー」を企画している【画像Ⅰ-3】。コース
はビジターセンター㹼岳沢小屋の往復で、所せ時㛫

は約 8時㛫、参加㈝は 2500 円。これまでは年 1回
もしくは 2回企画を組んで募㞟をかけた。ただ例年、
新聞、ビジターセンターのホームページや Facebook
に情報を出したり、各旅㤋施タなどにチラシを㓄っ

て募㞟はしているものの、応募者がおらず、催⾜実

績はない。 
 
㹠 外国人へのッ求ポイント 

 前㡯で㏙べた「外国人向けの岳沢トレッキングツアー」は、特に外国人を意㆑した内容

ではなく、日帰りで岳沢小屋を往復する一⯡的なツアー内容となっている。 
 上㧗地の自然、特に㔝生動物について、外国人ほ光客へのッ求力をもつものとして、㤶

取氏が挙げてくれたのは「ニホンザル」だ。 
 日本のサルといえば、地獄㇂㔝猿公ⱌ㸦㛗㔝県㸧のスノーモンキーが外国人ほ光客に人

気が㧗い。たしかに温泉に浸かるサルの姿は愛くるしく、外国人ほ光客にとっては「日本

でしかぢられない㢼景」のひとつとして受け取られているかもしれないが、実㝿には「㣵

付けされ、完全に人㥆れしてしまい、自然な姿を失った群れ」㸦㤶取氏㸧だという。かたや

上㧗地は、四季折々の自然の恵みのみで暮らしている、本当の意味での「㔝生」のニホン

ザルが生息しているエリアである。「自然本来の姿のニホンザルがほ察できる場所として、

上㧗地は㈗㔜だし、そこに㨩力があると思う」と㤶取氏はㄒる。 
 

【画像Ⅰ-3】外国人向けトレッキングツ

アーのチラシ 
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㹡 ゼ日外国人対応のㄢ㢟 

 施タの展示、パンフレット、スタッフの多ゝㄒ対応はⱥㄒのみとなっているが、「外国人

ほ光客の方々は不自由なく㐣ごしているようにぢえ、現時点ではⱥㄒ以外の外国ㄒまで対

応を広げる必せ性は感じていない」と櫻井氏。アジア系やⱥㄒ圏以外の欧米系のツアー客

はⱥㄒが㏻じないことが多々あるものの、「添乗員さんがたいてい日本ㄒあるいはⱥㄒをヰ

せるので対応はできている」㸦櫻井氏㸧という。 
 しかし、外国人向けのネイチャーツアーのような、さらに㋃み㎸んだ受け入れ体制を構

築するにはまだまだㄢ㢟が多い。現状ではツアーを企画して参加者を募っても応募が 1 件
もないことから、「外国人への効果的な情報発信の方法」が大きなㄢ㢟である。 
「ゼ日外国人がどんなページをぢているのか。どういうところからほ光情報を得ているの

か。そういった研究をして、広報㠃での工夫をしていかなければならないと思っています」

㸦櫻井氏㸧 
 また、ゼれた外国人に気持ちよく㐣ごしてもらうには、「それぞれの国の文化や価値ほに

㓄慮した対応」もしていかなければならない。 
 たとえば、上㧗地の公⾗トイレは「チップ制」となっており、利用者に 100 円程度の協
力を求めているが、もともとチップ文化がある欧米系の人からすると「それはチップなの

か㸽 フィー㸦使用料㸧なのか㸽」と戸惑ってしまうという。㤶取氏は外国人ほ光客にㄝ

明するとき、チップではなく、「ドネーション㸦寄付㸧」というゝい方をしているが、それ

でも欧米系のほ光客から「これはドネーションではなく、フィーだ㸟」と怒られたことが

あるそうだ。 
 
 
 

㸰 立山 

 以下の立山地区の現状については、富山県立山カルデラ砂㜵博物㤋の学ⱁㄢ㛗・㣤田肇

氏、同学ⱁ員㸦生物担当㸧・白石俊明氏への聞き取りをもとにまとめた。 
 
㸦㸯㸧エリアの特徴 

㹟 概せ――自然環境、ほ光客や登山者数など 

 立山は日本でもっとも北に位置する 3000㹫級の山岳で、㞝山㸦3003m㸧・大汝山
㸦3015m㸧・富士ノ折立㸦2999m㸧の 3つの峰を合わせて「立山」と呼ぶ。山の名称ではな
く、一帯の地域を指して立山と呼ぶこともあり㸦本稿では、山の名称と区別するため、「立

山地区」とする㸧、その範囲は「立山」から「室堂平」「天狗平」「弥㝀ヶ原」「立山カルデ

ラ」「美女平」「千寿ヶ原」まで広がる。立山地区は、中㒊山岳国立公園の一㒊でもある。 
 立山地区の自然環境を特徴づけるものとして、第一に「標㧗差」が挙げられる。千寿ヶ

原の標㧗は 475mであり、室堂平は 2450m、立山山㡬は 3015mと、2000㹼2500mの標㧗
差があるため、地区内には夏緑広ⴥ樹林帯、亜㧗山帯、㧗山帯という異なる植物帯が分布

している。 
 2012年にラムサール条約湿地に登㘓された㞷田ⲡ原が広がる弥㝀ヶ原、日本最大のⴠ差
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を㄂る称名滝、今も火山ガスが噴き出す室堂平・地獄㇂、立山火山の崩壊と浸㣗によって

形成された立山カルデラ、立山東㠃の御前沢氷河など、「多様な自然環境が凝縮」している

ことも立山地区の㨩力だ。また、世界的にぢても有数の「多㞷地帯」で、春の立山ほ光の

目玉である㧗さ 15㹼20mの㞷の壁が大㇂に形成されるのも、冬の㛫に大㔞の㞷が㝆り積も
るためである。 
 立山地区の利用者の数は、立山㯮㒊アルペンルートの入㎸者数㸦※4㸧をぢると、2019
年は約 88万人、2018年は約 98万人、2017年は 93万人と、㏆年は年㛫 90万人前後で推
移している。うちゼ日外国人の数は、2019 年は約 24 万人で、内ヂをぢると台湾がもっと
も多く㸦12.5万人㸧、㤶港㸦3.1万人㸧、㡑国㸦1.9万人㸧、タイ㸦1.7万人㸧が続く。ほかに
インドネシアや中国からのゼ日客が目立っている。2018年には、㐣去最㧗の 26.3万人のゼ
日客数をグ㘓している。 
※4 立山㯮㒊㈏光株式会社ㄪべ 

 
㹠 生息する㔝生動物 

 立山地区に生息する㔝生哺乳動物としては、ツキノワグマ、ニホンザル、ホンドオコジ

ョ、ホンドキツネ、ニホンノウサギ、ホンドテン、ヤマネ、ニホンカモシカなどが確ㄆさ

れている。㐣去には生息が確ㄆされていなかったニホンジカやイノシシの目撃も、2000年
㡭から増えている。 
 また、室堂平周㎶には 300 羽程度のライチョウが生息し、大きななわばりを形成。日本
で最大の㐃続したライチョウの分布域となっている。ライチョウと同様に環境省レッドリ

スト絶滅危惧ⅠB㢮に指定されているイヌワシやクマタカの生息も確ㄆされている。多くの
㔝㫽も生息し、特に美女平のブナ林は㔝㫽の宝庫として知られている。 
 立山地区は地理的に大きな標㧗差があるゆえ、それぞれの動物の主な生息域も標㧗㸦植

物帯㸧に応じて分かれている。たとえば、㧗山帯の室堂平にはライチョウやオコジョ、夏

の弥㝀ヶ原の湿原や立山の㞷渓にはツキノワグマ、立山山㯄から美女平や称名滝にかけて

はニホンカモシカやニホンザルが多く暮らしている。 
 ただし、そうした生息域は一定ではなく、動物たちが活発に垂直移動していることも標

㧗差のあるこの地区ならではのユニークな点だとゝえる。 
 オコジョは㧗山帯での目撃情報が多いが、標㧗 500㹼600mの立山山㯄スキー場周㎶でも
数回、目撃されている。ヤマネは標㧗 1000㹼1500mほどの森林が主な生息地とされている
が、㞝山山㡬の社務所で発ぢされたこともある。㔝㫽も同様で、室堂平は㫽が渡りをする

㝿に㉺えていく場所であるため、主に㔛地に生息する㔝㫽が標㧗 2450mの室堂平でほ察で
きることもある。また、ツキノワグマは、春になると㞷の下のやわらかい山⳯を求めて、

残㞷を㏣って山を登っていく。秋には㣗料となる堅果㢮㸦ミズナラ、クリ、ブナなどの実㸧

が多い山地帯へと下りてきて、猟期㸦11 月中旬㹼㸧になると猟師との㐼㐝を㑊けるように
再び亜㧗山帯へと戻っていく。「標㧗差を上手く利用しながら、そのときどきでもっとも㐣

ごしやすい場所を㑅ぶのが、立山のクマの暮らし方です」と白石氏はゝう。 
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㹡 㔝生動物の保ㆤ管理の実態 

【保ㆤ管理体制】 

 立山地区は中㒊山岳国立公園の一㒊であり、その管理は環境省の立山管理官事務所所属

のレンジャー㸦国立公園管理官㸧1名とアクティブレンジャー2名が担っている。レンジャ
ーやアクティブレンジャーが常㥔するのは立山町の平㔝㒊に位置する「立山管理官事務所」

㸦立山町前沢新町㸧で、立山地区の国立公園内には環境省直㎄の施タはない。 
 現地施タとして室堂平に「立山センター」があるが、これは富山県の施タで、県の自然

保ㆤㄢや富山県㆙察などの活動拠点となっている。立山センター内の「立山自然保ㆤセン

ター」は、立山地区の環境保全と自然教育の拠点施タとして位置づけられ、㤋内の展示を

㏻じて立山の自然に㛵する情報を発信するほか、フィールド情報の提供、県がㄆ定する自

然ゎㄝ員㸦ナチュラリスト㸧による自然ほ察ツアーを実施している。なお、立山自然保ㆤ

センターの管理・㐠営は、指定管理者である立山㈏光ターミナル株式会社が⾜っている。 
 㯄の千寿ヶ原にある「立山カルデラ砂㜵博物

㤋」㸦県の施タであり、管理・㐠営は公益㈈団法

人立山カルデラ砂㜵博物㤋㸧も、立山カルデラ

を中心に立山地区の自然に㛵する情報発信やさ

まざまなネイチャーツアーを実施している。

2019年 7月下旬から 10月中旬には、立山地区
の㔝生動物に㛵する普及啓発のため、企画展「立

山いきもの NOW」を㛤催した【画像Ⅰ-4】。 
 㔝生動物の保ㆤ管理に㛵わる人員は、環境省

のレンジャー・アクティブレンジャーと県の自

然保ㆤㄢとなるが、いずれも専㛛で⾜っている

わけではない。 
 㔝生動物を専㛛とする研究者は、哺乳㢮では

立山カルデラ砂㜵博物㤋の白石氏のほか、「富山

県自然博物園ねいの㔛」㸦富山市婦中町吉住㸧に

2名在籍している。ねいの㔛は、富山県の㫽獣保
ㆤセンターも兼ねており、県からの委クを受け

て立山地区のニホンザルのㄪ査や㔝生動物によ

る人㌟⿕害・㎰作物⿕害の対策事業などを⾜っている。ライチョウに㛵しては、富山県㞾

㫽研究会がやはり県からの委クを受けて生息数や生態ㄪ査を⾜っている。 
 
【ツキノワグマ対策】 

 富山県全域を対㇟とした「ツキノワグマ管理ィ画」や「ツキノワグマ対策マニュアル」

は定められているが、立山地区に特化したマニュアルはなく、対策の取り組みも⾜われて

いない。それは地区内で㔝生動物との㐼㐝による大きなトラブルがほとんど㉳こっていな

いためだが、⿕害の可能性がゼロというわけではもちろんない。 
 2018年 6月には、地元写真家の㧗橋敬市氏が立山ケーブル美女平㥐からほど㏆い森の中
でツキノワグマのく撃を受けて、㢦㠃に大ケガを㈇った。立山で撮影を続けてきた 40年も

【画像Ⅰ-4】立山カルデラ砂㜵博物㤋企画

展「立山いきもの NOW」ポスター 
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のキャリアを㏻じて、至㏆㊥㞳でクマと㐼㐝してくわれたのは初めての経㦂だったという。 
 2017年 5月の㐃休最終日には、弥㝀ヶ原バス停付㏆に㈇傷したクマが現れ、あわやとい
う事態になった。このクマは㐨㊰の両側の㞷壁の上から㌿ⴠし、㏨げ場を求めて㌴㐨を㥑

け下りていたと思われるが、もし㊰上や㏆㞄の建物内で人と㐼㐝していれば㔜大事故につ

ながっていた可能性が㧗い。幸いなことに「バス発㌴直後で、バス停に人が少なかったこ

と」「㏆㞄の山Ⲯのトビラが㛢まっていたこと」「団体との㐼㐝時、クマが㌟を㞃せる林が

あったこと」などの偶然が㔜なったおかげで人㌟⿕害は出なかったが、「状況がひとつでも

㐪っていれば、2009 年の乗㠡岳のような事故㸦※5㸧になっていたかもしれなかった」と
白石氏はㄒる。 
※5 シルバーウィーク初日の 2009年 9月 19日、乗㠡岳の畳平㸦2702m㸧の㥔㌴場や建物
内で、1㢌のツキノワグマが 10名㸦ほ光客 1名、施タ職員やパトロール員 9名㸧を㈇傷させ
た人㌟事故。事故発生時、付㏆には 100名以上のほ光客がいた 

 
㹢 㔝生動物の保ㆤ管理に㛵するㄢ㢟 

 立山地区の㔝生動物の保ㆤ管理について、専㛛家のぢ地から白石氏は以下のようなㄢ㢟

を挙げてくれた。 
 ひとつ目は「保ㆤ管理を担う包括的な組織体制がないこと」。 
 現⾜の体制では、環境省立山管理官事務所と県自然保ㆤㄢが主体となるべきだが、前者

は㝈られた人員で立山地区の国立公園の管理全⯡を担っているため、㔝生動物に特化する

ことは㞴しいだろう。県は立山自然保ㆤセンターを拠点に情報発信や普及啓発活動を⾜っ

ているが、ニホンザルやライチョウのㄪ査、㔝生動物による人㌟⿕害・㎰作物⿕害の対策

を外㒊組織に委クしていることからもわかるように、保ㆤ管理業務を直接的かつ包括的に

担えているわけではない。 
 委クを受けている外㒊組織も、ニホンザルやライチョウのㄪ査など立山地区の㔝生動物

管理の一㒊分を担っているだけである。前㡯で㏙べたように、立山地区の㔝生哺乳㢮の専

㛛家は白石氏と自然博物園ねいの㔛に在籍する 2名のィ 3名のみで、「現状把握のほんの一
㒊を 3 人で担っているだけで、地区全体の状況はまったくカバーできていない。人手はま
ったく㊊りていない」と白石氏はㄒる。 
「理想をゝえば、たとえば知床の知床㈈団のような、㔝生動物の保ㆤ管理やㄪ査研究、環

境保全、環境教育や普及啓発活動などを一㈏して⾜える組織を立山地区にもタけることだ

と思います」㸦白石氏㸧 
 二つ目のㄢ㢟は「立山地区独自の㔝生動物対策マニュアルがないこと」。 
 前㡯でも㏙べたように立山地区では人と㔝生動物の㐼㐝によるトラブルがほとんど㉳き

ていないため、独自の対策マニュアルは作られていない。しかし、地区内はツキノワグマ

の生息域であり、人㌟⿕害発生の可能性がありうることは 2018 年の地元写真家の事故や
2017年のバス停付㏆への出没からも明らかである。 
「ほ光地は一度事故が㉳きれば、ゼれる人が一気に減ってしまう。自分たちのほ光㈨源を

守るためにも、何か事故が㉳きてから対応するのではなく、事前に明確な対応マニュアル

やルールを作っておくことは不可欠です。これまでの常㆑では、クマによる人㌟事故は『㉳

きない』と多くの人は考えてきましたが、これからは『㉳きうる』ことを前提に㛵係者が
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㐃携して対策を考えていくべきです」㸦白石氏㸧 
 㛵係者の常㆑を変えるためにはこれまで以上の普及啓発が必せであり、またほ光客に対

してはネイチャーツアーなどを㏻じて普及啓発活動を⾜っていくことが有効だと白石氏は

考えている。 
 
㸦㸰㸧㔝生動物ほ察などのネイチャーツアーについて 

㹟 ネイチャーツアーの現状 

 室堂平の「立山自然保ㆤセンター」では、県ㄆ定の自然ゎㄝ員㸦ナチュラリスト㸧によ

る「自然ほ察ツアー」を実施している。主催は富山県自然保ㆤㄢ。 
 実施概せは以下の㏻り。 
□実施期㛫……㛤㤋期㛫中の 4月下旬㹼10月中旬。例年、左グの期㛫のうち、GW期㛫中

と 7㹼10月は毎日、5㹼6月は㔠・土・日曜のみ、実施している。 
□参加㈝……無料 
□コース 
㸦室堂平周㎶コース㸧 
・室堂平ほ察ツアー㸭1時㛫 
・みくりが池ほ察ツアー㸭2時㛫 
㸦弥㝀ヶ原周㎶コース㸧 
・立山カルデラ展望台コース㸭1時㛫 
・弥㝀ヶ原小回りコース㸭1時㛫 
・弥㝀ヶ原大回りコース㸭2時㛫 
・獅子ヶ㰯岩展望コース㸭2.5時㛫 
 ツアーは 1日ィ 2~4 回の出発時㛫をタ定。参加希望者は事前予約の必せはなく、出発時
㛫前に指定の㞟合場所で受付をすることで参加できる。ガイド役の自然ゎㄝ員は、県が㛤

催するナチュラリスト㣴成ㅮ座㸦富山県自然保ㆤㅮ座㸧を受ㅮし、所定の知㆑・技能を㌟

につけたとㄆ定を受けた人で、ボランティアで活動している。 
 この自然ほ察ツアーは、㔝生動物のほ察をメインにㅻっているわけではないが、室堂平

周㎶コースでは㧗い確率でライチョウのほ察ができているという。 
 また、同センターでは自主事業㸦施タの指定管理者の立山㈏光ターミナルが、県の承ㄆ

を得て、自らの経㈝で実施するもの㸧として、外㒊組織からㅮ師を招いて、立山地区の自

然に㛵する「ㅮ演会・ほ察会」を年 5回ほど実施している。参加㈝は無料。 
 2019年度の実施実績は下グの㏻り。 
日程 ㅮ演会・ほ察会 場所 定員 

4月下旬 「立山の㞷」のおヰと 

「㞷の回廊」ほ察会 

㞷の回廊 30名 

6月上旬 「立山の㞾㫽の生態を探る」のおヰと 

「㞾㫽」ほ察会 

みくりが池周㎶ 30名 

7月下旬 「立山の㧗山植物」のおヰと 

「㧗山植物」 ほ察会 

室堂平周㎶ 30名 
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8月上旬 石ころがㄒる立山のㄌ生  

㹼室堂平ジオツアーを楽しもう㹼 

室堂平周㎶ 

 

30名 

9月上旬 「弥㝀ヶ原火山」のおヰと 

「火山活動」ほ察会 

みくりが池・エンマ台周㎶ 30名 

 上グのうち、「『㞾㫽』ほ察会」はライチョウのほ察を主目的していることから、㔝生動

物ほ察ツアーだとゝえるだろう。 
 
 「立山カルデラ砂㜵博物㤋」でも、博物㤋主催のイベントとして「フィールドウォッチ

ング」を実施している。2019年度の実施実績は下グの㏻り。 
日程 ツアー名 所せ時㛫 参加㈝㸦大人㸭子供㸧 定員 

5月上旬 春の立山・㞷の大㇂ 9時㛫 5500円㸭3000円 40名 

6月上旬 材木坂と美女平 5.5時㛫 2500円㸭1500円 20名 

6月中旬 弥㝀ヶ原台地と称名滝展望 9時㛫 4500円㸭2500円 20名 

8月下旬 立山の氷河展望 10.5時㛫 6000円㸭3500円 20名 

9月上旬 室堂山とカルデラ展望 9時㛫 5000円㸭3000円 20名 

9月下旬 弥㝀ヶ原とカルデラ展望 9時㛫 4500円㸭3000円 40名 

10月中旬 秋の称名滝と常㢪寺川砂㜵治

水探ゼ 

9時㛫 3500円㸭2000円 20名 

2月上旬 立山の㞷を体㦂しよう 6時㛫 2500円㸭1500円 20名 

 上グのツアーのうち、「立山の㞷を体㦂しよう」は、

㞷上に残された動物の㊊㊧をほ察したり、㐠がよけ

ればカモシカやノウサギの姿を目撃できたりと、㔝

生動物ほ察のせ素も含まれている。実施場所は、博

物㤋周㎶㸦常㢪寺川の河川敷など㸧や粟巣㔝スキー

場内のクロスカントリーコースなどで⾜っている。 
 2018 年度からは立山地区の㞷をスノーシューや
立山かんじきで体㦂してもらう㔝外ㅮ座「はじめて

のぶらかんじき」も㛤催【画像Ⅰ-5】。所せ時㛫は 2
時㛫で、参加㈝は 1000円。19年度は 1月、2月の
日曜日にィ 6回実施した。 
 㔝生動物に㛵するネイチャーツアーを実施する場

合、「動物をぢられなかったとしても参加者に満㊊感

を与えるガイディングが不可欠」と先㏙した㸦Ⅰ㸫

㸯「上㧗地」㹎12 参照㸧。白石氏は、㔝生動物の存
在を㌟㏆に感じてもらうための工夫として、さまざ

まな動物の毛皮や、粘土で作った㊊形【画像Ⅰ-6】な
どを準備し、ツアー中や終了後の振り㏉りのときに参

加者に実㝿にゐってもらったりしている。毛皮は、㞷の上に敷いて座ってもらったり、に

おいを嗅いだり、㤳に巻いてもらったりもする。「そうした教材を効果的に用いることで、

【画像Ⅰ-5】㔝外ㅮ座「はじめてのぶら

かんじき」のポスター 
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参加者の⯆味㛵心が深まるし、満㊊度も㧗まると思います」と白石氏。ちなみに、教材と

して使う毛皮や㊊形は、ロードキルに㐼った㔝生動物の死体から作っているそうだ。 
 

 
 
 
 民㛫事業者では、㔝生動物に特化しているわけではないが、「立山エコツーリズム研究会

㸦㏻称・TATECO㸧」というガイドが㞟まった組織があり、さまざまなエコツアーを実施し
ている。その中には「室堂 DE スノーシューツアー」など、㧗い確率でライチョウがほ察
できるツアーもある。なお、TATECO は、事務局が立山㯮㒊㈏光株式会社におかれ、ホー
ムページ【画像Ⅰ-7】は立山㯮㒊アルペンルートの公式サイト内におかれている。 
 TATECOホームページURL  https://www.alpen-route.com/tateco/ 
 

 
 
 
 
㹠 参加者の安全管理対策 

【ツアーの安全管理】 

 立山カルデラ砂㜵博物㤋が主催するフィールドウォッチングでは、主にクマに対する安

全管理対策として次のようなことを⾜っている。 
 持ち物としては、山に入るときには必ずヘルメット、ナタ、クマスプレー㸦パーティで

【画像Ⅰ-7】立山エコツーリズム研究会のトップページ㸦左㸧とツアー一ぴページ㸦右㸧 

【画像Ⅰ-6】ネイチャーツアーで使用している動物の㊊形㸦左㸧や毛皮㸦右㸧 
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最低 2本㸧を必ず携⾜している。 
「クマによる事故例では、引き寄せられて㢦をかじられたり、爪で㢦㠃を叩かれるといっ

た㢌㒊周㎶への攻撃がもっとも多くぢられます。ヘルメットはそうしたクマの攻撃から㢌

㒊を守るためです。また、ナタはクマを㏫上させる可能性があるとして㈶否が分かれます

が、くわれた人を助けることも想定して携⾜しています」㸦白石氏㸧 
 ツアー㛤始前には、必ずクマのヰをして、準備㐠動のあとに「クマ体操」を⾜っている。

クマ体操とは、クマにくわれたときに㌟を守るための㜵御姿勢㸦うつぶせになって、両手

で㤳を守る姿勢【画像Ⅰ-8】㸧の練習で、参加
者にクマ役と人㛫役を交替でやってもらいな

がら、咄嗟に㜵御姿勢を取る動作を繰り㏉す。 
「何も知らないより、多少でも意㆑や心構え

があれば、万が一クマにくわれたとしても、

㔜体を㔜傷に、㔜傷を㍍傷にすることはでき

ると思います。ただ、クマに対して『怖いな』

とも思ってほしくないので、少し冗ㄯも交え

ながら、㐺度な緊張感を持ってもらえるよう

なヰし方を心がけています」㸦白石氏㸧 
 
【外㒊組織への普及啓発】 

 所属ガイドを対㇟とする TATECOの研修会にㅮ師として呼ばれて、立山地区の自然㸦氷
㞷、地形・地㉁など㸧や歴史のヰとともに、白石氏が上グのような㔝生動物の生態や安全

管理対策についてㅮ習をすることもある。2019年には環境省から委クを受けて、立山カル
デラ砂㜵博物㤋が主催で 1泊 2日の研修会を実施して、そこに TATECOのガイドに参加し
てもらったりもした。 
 㔝生動物ほ察の安全管理で大切なことは、まずはツアーの主催者やリーダーが㔝生動物

の生態や⾜動習性に㛵する〝知㆑〟を持ち、いざというときに必せな〝⿦備〟を携⾜し、

㐼㐝を回㑊するため、および㐼㐝したときの〝⾜動イメージ〟を持っておくことが不可欠

である。主催者やリーダーが㐺切な知㆑と⿦備を持ち、⾜動ができれば、参加者への啓発

も㐍み、ツアーの安全性も向上する。その意味で、白石氏のような㔝生動物の専㛛家によ

る外㒊組織への研修は極めて有効な普及啓発だとゝえる。 
 
㹡 ネイチャーツアー実施に㛵するㄢ㢟 

 立山カルデラ砂㜵博物㤋のフィールドウォッチングについて、内容的には「完成度は㧗

いと思います」と㣤田氏はㄒる。 
「毎年の実施実績をもとに少しずつ改善を㔜ね、現在の内容になっている。博物㤋として

できるブラッシュアップはすでにできており、いい意味でマンネリ化しています」㸦㣤田氏㸧 
 ただ、ㄢ㢟もある。そのひとつが「情報発信㸦周知・広報㸧の方法」だ。 
 ツアー内容には自信を持っており、実㝿に参加してくれた人の満㊊度は㧗いものの、十

分な㞟客ができていない現実があり、その原因を「広報網の狭さ」だと考えている。 
「㒔市㒊から来てくれた人などは、ツアーに参加して立山の自然にゐれることで、すごく

【画像Ⅰ-8】クマにくわれたときの㜵御姿勢 
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喜んで⯆味を持ってくれます。日ごろ自然と接する機会の少ない人たちにもっとツアーの

ことを知ってもらえれば、参加者は増えると思いますが、博物㤋のネットワークにはそう

した人たちは入っていません。ツアーの情報をもっと広めたいのですが、博物㤋単独では

広報網に㝈りがあるのです」㸦㣤田氏㸧 
 また、多くの人への普及啓発には、ツアーの実施回数を増やして、立山地区をゼれた人

がツアーに参加できる機会を多くすることも㔜せだが、「実施㢖度」にも㝈界がある。 
「博物㤋の仕事は、フィールドウォッチングの企画・㐠営だけではありません。冬の㛫、

毎㐌末『立山の㞷を体㦂しよう』を実施しようと思っても、それをするだけの余⿱がない

のが実状です」㸦白石氏㸧 
 広いネットワーク㸦広報網㸧を持ち、㞟客力のある民㛫事業者に、博物㤋が積み上げて

きたノウハウを生かしてもらい、ネイチャーツアーを企画してもらえば上グ 2 つのㄢ㢟は
ゎ決するかもしれないが、現時点ではそうした博物㤋と民㛫事業者の㐃携体制は構築でき

ていない。 
 
 
㸦㸱㸧ゼ日外国人対応について 

㹟 ゼ日外国人対応の現状 

 立山自然保ㆤセンターと立山カルデラ砂㜵博物㤋では、以下のような多ゝㄒ対応を⾜っ

ている。 
【立山自然保ㆤセンター】 

□スタッフ……多ゝㄒ翻ヂアプリ「みえる㏻ヂ」㸦https://www.mieru-tsuyaku.jp/#㸧を導
入。対応ゝㄒは、ⱥㄒ、中国ㄒ、㡑国ㄒ、ロシアㄒ、タイㄒ。主に展示機器操作や㏞子対

応に利用。 
□施タの展示……1 㝵の映像ホール、3 㝵のモニター画㠃で「ライチョウ」や「㧗山植物」
などのビデオ映像を 4ヵ国ㄒで放㏦。 
□WEBページ……簡易的な内容ではあるが、ⱥㄒ版ページを㛤タ。 
□パンフレット……ⱥㄒ、繁体中文、簡体中文、㡑国ㄒのフィールドガイドマップを用意。 
 
【立山カルデラ砂㜵博物㤋】 

□スタッフ……受付スタッフはⱥㄒのみ対応可能。 
□パンフレット……ⱥㄒ、繁体中文、簡体中文、㡑国ㄒに対応。 
□展示……映像ホールにおける 3D 映像の外国ㄒ㡢声レシーバー㸦ⱥㄒ、中国ㄒ、㡑国ㄒ㸧
の㈚出。常タ展示室の外国ㄒゎㄝタブレット㸦ⱥㄒ、繁体中文、簡体中文、㡑国ㄒ㸧の㈚

出。 
□WEBページ……簡易的な内容ではあるが、ⱥㄒ版ページを㛤タ。 
 
 さまざまなエコツアーを実施している TATECO では、ホームページのⱥㄒ対応のほか、
所属ガイドの中にⱥㄒ対応ガイドが」数人在籍している。 
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㹠 外国人へのッ求ポイント 

 現状では、ゼ日外国人をターゲットにしたツアーは実施していないが、「立山地区には、

さまざまな国からの旅⾜者の多様なニーズを満たせるポテンシャルは十分にあると思う」

と白石氏。 
 そもそもの大前提として、外国人旅⾜者が求めているものは「㠀日常」、つまり「自国に

はない自然景ほや文化、生き物との出会い」である。 
 立山地区にアジアのほ光客が多いのは、やはり「㞷の大㇂」で㇦㞷地帯ならではの景ほ

がぢられるためだろう。アジア、特に㞷の㝆らない東南アジア㸦タイ、インドネシア、シ

ンガポールなど㸧の人たちの目には、㧗さ 15㹼20mの㞷の壁がそそり立つ様は、まさに㠀
日常的な特別な景ほとして映っているいるはずだ。 
 ㏫に、日本では特別天然グ念物に指定され、立山地区の㔝生動物としてはもっとも人気

のあるライチョウは、スコットランドなどでは狩猟対㇟であるため、「ヨーロッパの人たち

にとってはほ光的なッ求力をあまり持たないと思う」と白石氏は考えている。 
「㸦㸯㸧㹟 概せ――自然環境、ほ光客や登山者数など」の㡯で㏙べたように、立山地区に

は、3000㹫級の山岳、世界屈指の多㞷、㧗山植物が咲き㄂る湿地、日本最大ⴠ差の滝、火
山活動による温泉、現存する氷河など、多様な自然環境が凝縮している。欧米人にとって

は㠀日常の動物であるニホンザルをはじめ、さまざまな動物も生息している。また、立山

は日本三大㟋山のひとつに数えられ、立山信仰にまつわる神社や石仏などもあり、歴史・

文化的な側㠃からのアプローチもできる。 
「それぞれの国の人にとって㨩力となるせ素を抽出して、上手く広めていけば、日本をゼ

れた外国人の方たちにもっと⯆味を持ってもらえるのではないか。そのための素材は揃っ

ていると思います」㸦㣤田氏㸧 
 
㹡 ゼ日外国人対応のㄢ㢟 

 立山地区にはさまざまな国から来た外国人を㨩了する「素材」は揃っている。しかし、「そ

れを広め、伝えてくれるガイドが少ない」㸦㣤田氏㸧のがㄢ㢟だ。 
 立山カルデラ砂㜵博物㤋のフィールドウォッチングやTATECOのエコツアーなど内容的
には充実しているツアーもあるが、「しっかりと外国ㄒ対応ができているツアーとなると数

は㝈られる」㸦㣤田氏㸧という。 
 ガイド不㊊をゎ消するには、山での安全管理技⾡をすでに㌟につけた登山・山岳ガイド

に、㔝生動物を含めた自然ゎㄝ㸦インタープリテーション㸧のスキルと外国ㄒ対応のスキ

ルを習得してもらい、ゼ日外国人の受け入れを⾜ってもらうのが理想ではある。とはいえ、

一朝一夕で多くの人材を育成するのは現実的に困㞴であるため、「場合によっては、すべて

の役割を 1 人のガイドが担うのではなく、登山の安全管理、自然ゎㄝ、外国ㄒ対応とそれ
ぞれの役割を分担し、」数人のガイドが組んで外国人向けのツアーを作っていく方法もあ

り得ると思います」と㣤田氏はㄒってくれた。 
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Ⅱ ほかの地域での特筆すべき事例 

㸯 ㍍井沢「ピッキオ」 

㸦㸯㸧ルーツとビジョン 㹼エコツーリズムで未来の森や生き物を守る㹼 

㸺ルーツは㔝㫽㸼 

 株式会社ピッキオは、㍍井沢を拠点に年㛫を㏻じて多彩なネイチャーツアーを㛤催して

いる民㛫企業である。ピッキオのネイチャーツアーの中には「空㣕ぶムササビウォッチン

グ」「ワイルドサファリツアー」「カモシカに出会うトレッキング」といった㔝生動物ほ察

ツアーも多い。 

  
 同社の前㌟が星㔝温泉㸦現・星㔝リゾート㸧の「㔝㫽研究室」であることから、取材前

には「もともとは㔝㫽のㄪ査・研究を中心に活動しており、そこから幅広いネイチャーツ

アーに事業を拡大したのだろう」と考えていた。だが、そのとらえ方は必ずしも正確では

なかった。 
 㔝㫽、がルーツであることは㛫㐪いない。 
 昭和初期の 1930年代、「日本㔝㫽の会」創タ者である中す悟堂は㍍井沢に㊊しげく㏻い、
この地を「日本三大㔝㫽生息地のひとつ」と紹介した。中すが常宿としていたのが、大正

時代から㍍井沢で旅㤋業を営んでいた星㔝温泉で、同温泉の 2 代目星㔝嘉助㸦星㔝リゾー
トの現代⾲・星㔝佳㊰氏の祖父㸧は中すに師事して、㔝㫽ほ察を楽しんだり、㔝㫽の保ㆤ

活動に力を尽くした。そうした歴史を背景として、1974年、星㔝温泉に㞄接する森林が「国
タ㔝㫽の森」に指定。国タの森に指定されたのち、時期は定かではないが、星㔝温泉に「㔝

㫽の森監ど員」という森をパトロールしたり、㔝㫽の研究をする役職がおかれた。 
 現在のピッキオにつながる㌿機となったのは、1991年の星㔝佳㊰氏の社㛗就任だ。 
アメリカから帰国して星㔝温泉の代⾲に就くにあたって、佳㊰氏は「日本にもエコツー

リズムを根づかせたい」というビジョンを持っていた。そのビジョンを実現する第一歩と

して、翌 92年にタ立したのが「㔝㫽研究室」なのである。 
つまり、ピッキオの前㌟である㔝㫽研究室は、タ立時のメンバーが㔝㫽の研究者で、主

な活動のフィールドが㔝㫽の森であったことから、名称こそ「㔝㫽研究」を名乗っている

が、根底には「日本におけるエコツーリズムの実現」という自然や生き物全⯡を対㇟とし

【画像Ⅱ-1】 

ピッキオのホームページ 
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たビジョンがあり、現在ぢられるような多彩なネイチャーツアーへの事業展㛤も当初から

思い描かれていた必然の動きなのである。 
そうしたほ点からぢれば、95 年に㔝㫽研究所を「ピッキオ」と改称し、ムササビほ察ツ
アー㸦現「空㣕ぶムササビウォッチング」㸧を㛤始するなど、タ立後わずか数年のうちに㔝

㫽以外にネイチャーツアーの対㇟を広げていったのもうなずける。 
 
㸺ビジョンが人材を㞟める㸼 

本レポートのテーマである㔝生動物ほ察にかぎらず、どのような事業を⾜うにあたって

も理念やビジョンは㔜せである。その組織がどんな理念やビジョンに基づいて活動するか

によって、組織や事業の未来像は変わっていくし、人材も理念やビジョンへの共感が核と

なって㞟まってくる。 
ピッキオのホームページ内の「ミッション」というページにグされた文ゝを以下に引用

したい。 
 
《ピッキオ㸦picchio㸧とは、イタリアㄒでキツツキを意味します。森にくらす㔝㫽

の名をもつ私たちは「森と森に生きる動植物を未来に残していきたい」と強く㢪って

います。そのために私たちがなすべきことは何だろう。たどり着いた答えは「森の価

値を㧗めること」でした。森には多様な動植物が暮らしている。そのことには意味が

ありプラスの価値をもたらすと、なるべく多くの人に実感してもらえるようにするこ

とです。 

 私たちは、心㌍る動植物との出会いをサポートし、そのおもしろさや不思㆟さにふ

れるネイチャーツアーを㛤催します。時には⿕害をもたらすこともあるツキノワグマ

について、その⾜動を徹底的にㄪ査し、彼らとの共存の在り方を提案します。そして

森には未来に残す価値があることを日本国内はもとより世界に示していきます。》 

 
「私自㌟もピッキオの理念やビジョンに㨩かれて、ここに来たひとり」という広報担当の

栁原千穂氏は次のようにㄒる。 
「私たちスタッフは、それぞれに『未来の森や生き物たちを守っていきたい』という想い

を持っています。その想いを実現する手段としてエコツーリズムに可能性を感じ、信じて

いるからこそ、働く場所としてピッキオを㑅び、日々㡹張っているんです」 
次㡯以㝆でヲ㏙するが、ピッキオが多彩なネイチャーツアーを企画・㐠営したり、地域

のツキノワグマの保ㆤ管理を担うことができているのも、多くの優れた人材がいるからこ

そだ。そして、彼らを結びつけているのが、佳㊰氏が思い描いた「日本にもエコツーリズ

ムを根づかせたい」というビジョンなのである。 
 
 
㸦㸰㸧多彩なツアー 㹼大切なのは、動物たちを disturbしないこと㹼 

 ピッキオでは現在、年㛫を㏻じて多彩なネイチャーツアーを実施している。 
 そのうち、㔝生動物のほ察ができるツアーは以下の㏻り。 
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 㔝生動物ほ察以外では、「氷上の星空ウォッチング」「秘密のフラワーウォッチング」「ぶ

子のリバートレッキング」「氷瀑探ゼ」「絶景トレッキング 小浅㛫山」「たんけん㸟 はじ

めての森㸦春・夏・秋㸧」などがある。 
 活動拠点は 2 ヵ所あり、㍍井沢星㔝エリア内にある「ピッキオ」と、㍍井沢プリンスホ
テル内の「ネイチャーキッズ森の家」。森の家は、㍍井沢プリンスホテルの施タで、管理・

㐠営やプログラムの実施をピッキオがㄳけ㈇っている。 
 2つの拠点を合わせて、年㛫の利用者数は 4万人ほどとなっている。 
 さらに、2019年からは「ピッキオ知床」を立ち上げて、北海㐨知床でも事業展㛤をスタ
ートさせている。そのWEBページには「日本はもとより世界に向けて、日本の自然の㇏か
さを発信してきたい」と書かれており、同社が知床でどんなネイチャーツアーを⾜ってい

くのか大いに期待したい。 
 
㸺㧗い㐼㐝率を実現できているのは㸽㸼 

 ネイチャーツアーを実施するにあたって、ピッキオが㔜どしているのは「サービスとし

ての㉁の㧗さ」だ。 
「エコツーリズムをビジネスとして、お客様から対価をいただいてツアーを⾜っている以

上、サービスとしての㉁を向上させ、いかに満㊊度を㧗めるかは、常に意㆑しています」㸦栁

原氏㸧 
 㔝生動物ほ察で㢳客の満㊊度を㧗めるには、「実㝿に㔝生動物に出会えること」が最も効

果的であることはゝうまでもない。 
ホームページ内のツアー紹介をぢると、 

ツアー名 実施期㛫 

㸭実施㢖度 

料㔠 時㛫 定員 

㔝㫽の森 ネイチャー

ウォッチング 

㏻年㸭毎日 

※3 月下旬㹼11

月は 1日 2回 

大人 2100㹼2500円 

子供 1000㹼1200円 

2時㛫 20名 

けもの㐨ウォーキング 12月㹼4月上旬 

㸭毎日 

5000円 3時㛫 7名 

空㣕ぶムササビウォッ

チング 

3月中旬㹼11月 

㸭毎日  

小学生 2500円 

中学生㹼大人 3400円 

幼児㸦㹼6歳㸧 無料 

1 時㛫

30分 

30名 

ワイルドサファリツア

ー 

4月下旬㹼10月 

㸭毎日 

中学生㹼大人 4900円 

4歳㹼小学生 3800円 

1 時㛫

30分 

6㹼20名 

早朝バードウォッチン

グ 

4月下旬㹼5月中

旬㸭毎日 

3500円 2 時㛫

30分 

15名 

カモシカに出会うトレ

ッキング 

9月末㹼10月 

㸭5回 

1万 8000円 7 時㛫

30分 

2㹼5名 
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・空㣕ぶムササビウォッチング……目撃率は

90㸣以上㸦2018年㸸97.8㸣㸭2019年㸸97.8㸣㸧 
・ワイルドサファリツアー……2018年、2019
年の㐼㐝率は 98.9% 
・カモシカに出会うトレッキング……目撃率

は 100% 
 と、極めて㧗い㐼㐝率をㅻっている。 
 当たり前のヰだが、自然の中で生きる㔝生

動物の⾜動を人㛫がコントロールすることは

不可能である。にもかかわらず、これほど㧗

い㐼㐝率を実現できているのは、 
①動物たちの生態に精㏻した専㛛性の㧗いス

タッフがいること 
②㛗年にわたって㍍井沢の動物たちをㄪ査・ほ

察し続けてきた経㦂の⵳積 
 という 2つのせ因が大きいという。 
 また、筆者はピッキオのツアーに参加させてもらったが、ほ察対㇟となる生き物㸦その

ときは主に㔝㫽㸧がいないときも、けもの㐨を⾜く㔝生動物の映像をタブレット PCでぢせ
てくれたり、㐨端にⴠちているクルミの㣗痕から小動物の㣗性をゎㄝしてくれたり、樹木

に残されたクマの爪痕や熊棚㸦※6㸧の存在を教えてくれたりと、内容の密度が濃く、2 時
㛫というツアー時㛫があっという㛫に㐣ぎていった。 
 㔝生動物をほ察するだけでなく、それ以外の場㠃でも充実したインタープリテーション

ができるのも、「どのスタッフも自然ほ察の経㦂が㇏富で、さまざまなフィールドサイン㸦㔝

生動物の痕㊧㸧をぢつける目を持っている」㸦栁原氏㸧ためである。 
 社内向けの研修プログラムもあり、新人スタッフは一定の研修を受けたうえでインター

プリターとしてデビューする仕組みも整えられている。 
※6  ツキノワグマが樹上で木の実を㣗べたあと、折れた小枝が残されて㫽の巣のような形状になった

もの 

 
㸺動物たちのとの㊥㞳感㸼 

 ツアーを実施するにあたって、参加者の安全管理にも㓄慮している。具体的には、スタ

ッフに対して基礎的な救命救急技⾡のㅮ習を毎年実施しており、ハチなどの危㝤な⹸や夏

の熱中症などフィールドで㐼㐝しうるハザードへの対策も⾜っている。なお、ツキノワグ

マ対策については、次㡯で保ㆤ管理体制のヰと合わせてヲしく㏙べる。 
 参加者の安全管理とともに、ピッキオのスタッフたちがツアーの㝿に細心の注意を払っ

ているのが「動物たちとの㊥㞳感」だ。 
 ほ察のために㔝生動物に㏆づいたり、彼らの生息域に入っていくことは、㔝生動物に対

して少なからず影㡪を与えている。人㛫の側のそうした⾜為が⾜き㐣ぎて、動物の生息を

「disturb㸦妨害・㑧㨱㸧」することだけは「絶対にしてはいけないと思っている」と栁原氏
はゝう。 

【画像Ⅱ-2】「空㣕ぶムササビウォッチング」

のツアー紹介ページ 



28 
 

「ピッキオの事業の目的は、ネイチャーツアーを㏻じて一人でも多くの人に森や動植物の

素晴らしさを実感してもらい、生き物や彼らが生息する自然環境を持続的に守っていくこ

とです。 
 disturbしないことを突きワめて考えれば、そもそもほ察ツアーなんて⾜わず、手つかず
のままにしておけばいいというヰにもなります。しかしそれでは、自然や生き物の価値を、

多くの人に伝えていくことができません。だからこそ、私たちは常に、動物たちの姿をぢ

させてもらう一方で、彼らを守っていくにはどこで折り合いをつければいいのか、㉸えて

はいけない一線はどこにあるのか、という㆟ㄽをしています」㸦栁原氏㸧 
 ツアー中に動物に㐼㐝したときも、彼らの⾲情や仕ⲡ――耳がどう動いているか、㰯の

穴がどう動いているか、といったことまで仔細にほ察し、もし人㛫の接㏆や照明を向けら

れていることを嫌がっていると感じたら、ライトの位置を変えたり、ツアー参加者に㞳れ

てもらったりして、なるべく動物たちにストレスを与えないよう、disturbしないように気
を付けて⾜動している。 
「㔝生動物のほ察をするうえで何よりも大事なのは、相手のこと、つまり動物たちのこと

をよく知り、彼らの立場に立って考え、⾜動することだと思います」と栁原氏。 
 何も考えずにほ察ツアーを実施して、むやみに動物たちに接㏆すれば、彼らはストレス

を感じて、どこか別の場所へ移動してしまうかもしれない。そうなれば、ほ察ツアーも成

り立たなくなる。 
 人㛫の㒔合や思惑ではなく、動物の立場やど点に立って、判断して⾜動する。そうやっ

て㐺切な㛵係性のバランスを保ててこそ、動物たちは今いる場所に居続けてくれるし、動

物が一定の場所にいればこそ、人㛫は動物の姿を㧗い確率でほ察することもできる。 
「動物たちの持続性を考えることは、ひいては私たちのビジネスの持続性、つまり人㛫の

側の持続性を考えることにもつながっていくんです」㸦栁原氏㸧 
 ピッキオのネイチャーツアーは、まさに「人㛫と動植物の共存」のうえに成り立ってい

るのだ。 
 
 
㸦㸱㸧ツキノワグマ保ㆤ管理 㹼クマとの共存を目指す㹼 

㸺発端は「ぢ㐣ごせない」という想い㸼 

 ネイチャーツアーとともにピッキオの事業の柱となっているのが、㍍井沢地域のツキノ

ワグマの保ㆤ管理である。 
 保ㆤ管理に着手しはじめたのは 98年のこと。 
「当時、㍍井沢町のあちこちで、クマがゴミステーションをⲨらしているというヰが出て

いました。ピッキオのスタッフはみな、生き物のことが好きでしたし、クマの生息地であ

る森をフィールドに活動していたので、この地域のクマの動向を正確に把握して問㢟ゎ決

の糸口を探るため、独自にツキノワグマを捕獲して発信機をつけ、㏣㊧ㄪ査をはじめたん

です」㸦栁原氏㸧 
 ㄪ査結果などを㍍井沢町とも共有しながら活動を続ける中で、00 年には町から正式にツ
キノワグマの保ㆤ管理事業を委ク。02 年にはアメリカのベアドッグ㣴成機㛵 Wind River 
Bear Institute㸦WRBI㸧のキャリー・ハント氏を招き、2年後の 04年には日本初のベアド
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ッグ㸦※7㸧を導入した。 
 以後、発信機をつけたクマが人の居住地域に㏆づいたときにはベアドッグによる㏣い払

いを継続的に実施。ピッキオが保ㆤ管理に着手した 98年㡭には年㛫 130件ほどあったゴミ
ステーションへの⿕害は 09年には 0件となり、住宅地でのクマの目撃件数も減少している。 
 取材前、ピッキオがクマの保ㆤ管理に取り組んでいるのは、㍍井沢をフィールドにネイ

チャーツアーを⾜う事業者として「ツアーの安全性を㧗めたい」からだろうと推測してい

た。だが、栁原氏によれば、いちばんの動機は「ぢ㐣ごせない」という想いだったという。 
 クマによる物的・人的⿕害が拡大すれば、やがては地域の人々のあいだで「クマを㥑㝖

すべし」という声が㧗まり、クマの生存が脅かされてしまう。そんな事態に㝗るのを何と

しても回㑊したかったのだ。 
「私たちは、どんな生き物とも共存していきたいという理念をもって活動しています。地

域で動物に㛵する問㢟が㉳きているのであれば、ぢ㐣ごすことはできない。そんな想いが

出発点にありました」㸦栁原氏㸧 
 ヰを聞いて㦫いたのは、保ㆤ管理の活動をはじめた 98年当時、ピッキオにはツキノワグ
マの専㛛家が一人もいなかったことだ。その後、クマを専㛛とするスタッフがメンバーに

加わるが、活動の初期には外㒊の専㛛組織の協力を仰ぎながら、まさに手さぐりで捕獲や

ㄪ査、居住エリアからの㏣い払いを⾜っていたという。まだ十分な体制が構築できていな

いにもかかわらず、保ㆤ管理に乗り出したことからも、「ぢ㐣ごせなかった」という彼らの

想いが真実であったことがよくわかる。 
※7 クマの匂いや気㓄を察知するための特別なカ練を受けた犬。スタッフの指示に従い、大きな声で
吠えたてて、クマを森の奥に㏣い払ってくれる 

  
㸺クマの住処に入る心構え㸼 

 ツキノワグマの㐺切な保ㆤ管理ができていることは、当然ながらネイチャーツアーの安

全性の向上にも寄与している。 
「もともとツキノワグマは臆病な性格で、人の気㓄を察知したり、物㡢が聞こえてきたら、

自ら㞳れていってくれる動物です。ただ、ゴミに㣵付いたりしていると、ハイカロリーな

ものが容易に手に入る場所に執着をしたり、人が㏆づいても気にしなかったりと本来の性

㉁とは異なる⾜動をします。その意味で 98年㡭は極めて危㝤な状況だったのですが、現在
は異常な⾜動をするクマはいなくなり、基本的に大丈夫だと考えています」㸦栁原氏㸧 
 現在、㍍井沢町では地域全体を細かく区分けして、それぞれの地区の特性に合わせてク

マ対策を実施している。たとえば、住民の居住区域は㏣い払いの対㇟エリアで、もし発信

機をつけたクマが㏆くにいる場合はベアドッグで㏣い払いを⾜っている。一方、ピッキオ

のネイチャーツアーのフィールドである㔝㫽の森などは「クマがいてもいいエリア」とし

て、㏣い払いは⾜っていない。 
 もし発信機をつけたクマがツアーエリアにいることがわかったときは、その情報をスタ

ッフで共有したうえで注意深く⾜動し、場合によってはクマがいる場所を回㑊するなどの

対応をとる。あくまでもクマの動きを優先するのだ。 
 また、ツアー中に発信機をつけていないクマと㐼㐝する可能性もあるため、クマよけ㕥

とクマスプレーを携⾜。クマの活動期に森に入るときは、事前にツアー参加者にクマの生
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態や、万が一㐼㐝したときの対応について伝え、クマに対するイメージを持ってもらった

うえでツアーをはじめるようにしている。 
「ネイチャーツアーで人が入るからといってクマを森から㏣い出すのは、彼らの生息圏を

侵すこと、まさに disturbになってしまいます。私たちが活動する森は、人の生活圏ではな
く、クマの住処です。クマがいることが当たり前ですし、ツアーの参加者にも『ここから

は彼らの住処なんだ』という心構えで森に入ってもらうことが大切だと考えています」㸦栁

原氏㸧 
 
 
㸦㸲㸧経営のほ点から 㹼事業の継続性をいかに実現するか㹼 

 㸺㍍井沢という立地の恩恵㸼 

ピッキオは民㛫の企業である。「森やそこに生きる動植物を守る」という理念の下、どれ

だけ㉁の㧗いネイチャーツアーを実施しても、㔝生動物の保ㆤ管理を推㐍して地域社会に

㈉献しても、事業を㏻じてしっかりと利益を出さなければ、会社として存続できないし、

事業の継続もできない。 
 92年に㔝㫽研究室としてタ立されたピッキオは、10年ほどは星㔝リゾート㸦旧・星㔝温
泉㸧の一㒊署として活動しており、経営もその枠組みの中で⾜われてきた。しかし、業績

は徐々に伸びて、2003年に株式会社ピッキオとして独立した数年後にはピッキオ単体で収
支の㯮字化が㐩成できるまでに成㛗した。 
 エコツーリズムの可能性、すなわち日本においてビジネスとしてエコツーリズムが成立

しうることを、自らの事業の成功によってド明したとゝえるだろう。 
 では、経営㠃でこれまでどんな努力や工夫を㔜ねてきたのか。栁原氏は「自分たちにで

きること、やるべきことをひとつひとつやってきただけ」とㄒる。つまり、専㛛性の㧗い

スタッフの㇏富な知㆑や経㦂、㍍井沢での㛗年のㄪ査・ほ察を背景に、自然や生き物の素

晴らしさが伝わる㨩力的なエコツアーを企画すること。サービスとしての㉁を㧗め、㢳客

の満㊊度を上げていくこと。そうしたことをヨ⾜㘒ㄗを㔜ねながら地㐨に積み㔜ねてきた

結果、今のピッキオがあるのだという。 
 また、「㍍井沢という立地の恩恵は大きい」ともヰしてくれた。 
 ㍍井沢は年㛫 850 万人以上がゼれる、㛗㔝県屈指のほ光地である。さらにピッキオが拠
点をおくのは、ホテルや温泉、レストランやカフェ、ショップなどが㞟まる星㔝エリアの

一画。日本中から多くのほ光客がさまざまな目的でゼれる中、「㍍井沢の自然についてより

深く知りたい」「美味しいものを㣗べたり、ショッピングをするだけじゃなく、ここでしか

できない体㦂がしたい」という人の受け皿になっているのだろう。 
 広報・宣伝㠃では、ピッキオや星㔝リゾートの媒体・ネットワークを㏻じた情報発信の

ほか、㍍井沢町や、提携している㍍井沢プリンスホテルを経由した発信など、地域のつな

がりを活かした多彩なチャンネルを持っている。特に㍍井沢プリンスホテルとの提携の影

㡪は大きく、同ホテルの森の家の㐠営に㛵わるようになったことが㞟客数増加のひとつの

きっかけになったそうだ。 
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㸺ビジネスだからこその持続性㸼 

 再三㏙べているように、ピッキオが目指すのは、森やそこに生きる動植物を〝持続的〟

に守っていくことである。事業の持続性について考えたとき、ネイチャーツアーをビジネ

スとして展㛤する意義はより㩭明に浮かび上がってくる。 
 公共的な事業の場合、ㄢせられた目的の実現を目指すことは同じだが、どうしても予算

や⿵助㔠ありきの考え方になり、「いかに予算を㐺切に使うか」「いかに予算内に収めるか」

に腐心しがちになる。そこからは「売上や利益を上げよう」「事業を拡大しよう」という発

想は生まれにくい。また、事業のつ模や内容、継続性も、予算や⿵助㔠の多寡や有無に左

右されてしまう。 
 一方、ビジネスの場合、利益を上げなければならないというシビアな㠃はあるものの、

利益を上げられるかどうかは事業に携わる人㛫のアイデアや努力次第だし、事業として上

手く㌶㐨に㍕せられれば、おのずと継続性も維持できる。将来的な収益がぢ㎸めるのであ

れば、先⾜投㈨をして人を増やして事業を拡大したり、個々人のスキルとアイデアで新し

い分㔝にチャレンジすることもできる。もちろんビジネスにはリスクも伴うが、事業の成

㛗性や持続性はビジネスとして⾜った方が可能性は広がるのではないだろうか。 
 また、ピッキオに専㛛性の㧗い優れたスタッフが数多く㞟まっているのも、ビジョンや

理念に共感しているだけではなく、同社が企業として健全な経営を⾜い、社員の㞠用を保

㞀しているからだろう。 
 組織として㧗い理想を掲げて、社会的に意義のある仕事に取り組んでいたとしても、そ

こで働く個々人としては、㞠用形態や給与が安定しなければ、㛗く働き続けることは現実

的に㞴しい。㞠用や給与が安定し、自分や家族が安心して生活できる基盤を築けてこそ、

人はその組織で働き続けたいと思うし、知㆑やスキルを存分に活かして㧗いパフォーマン

スを発揮できる。 
 ピッキオには、自然や動植物の生態に精㏻した、専㛛性の㧗いスタッフが数多く在籍し

ている。彼らの力によって㉁の㧗いネイチャーツアーを年㛫を㏻じて数多く実施できてい

るからこそ、利益を生み、安定した経営が実現できている。一方で、会社として毎年一定

の業績を上げられているからこそ、スタッフの持続的な㞠用が保てて、事業も継続できる。

こうした好循環が維持できているのも「ビジネスという手段を取っているからではないで

しょうか」と栁原氏はゝう。 
 
 
㸦㸳㸧何を伝えるか 㹼「㔝生動物をぢた」で終わってほしくない㹼 

㸺生態系の価値を伝える㸼 

 ピッキオのネイチャーツアーでは、自然や生き物の「おもしろさ」や「不思㆟さ」を伝

えることを基本コンセプトとしている。㦫きや発ぢは感動を生み、さらなる好奇心を育む。

それはピッキオのファン、すなわちリピーターを作るというビジネス的なメリットだけで

はなく、エコツーリズムの実現にもつながっている。 
「自然や生き物を好きになったり、好奇心を持ってくれれば、『守りたい』という想いも自

然と湧き上がってくるはずです。だからこそ、私たちはネイチャーツアーを㏻じて、一人

でも多くの人に、自然や生き物の『すごい』を伝えていきたいんです」㸦栁原氏㸧 
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 㔝生動物のほ察を目的としたツアーでは、「実㝿に㔝生動物に出会えること」が参加者に

とっての価値になり、満㊊につながる。だが、ピッキオとしては「動物をぢられてⰋかっ

た㸦楽しかった㸧」で終わってほしくないとも考えている。 
「私たちとしては、個々の生き物やⲡ木だけでなく、それぞれの動物や植物の㛵係性、つ

まり生態系全体にも目を向けてほしいと思っているんです」㸦栁原氏㸧 
 森に入り、多様な自然環境や生き物をほ察すれば、個々の生き物や植物が単独でそこに

存在しているわけではなく、密接に㛵わり合い、支え合いながら、生きている姿が浮かび

上がってくる。人㛫のど点や価値ほからは「不せ」で「無㥏」にぢえるものでも、それが

別の生き物の生存には「不可欠」なことも多々ある。 
「動植物のつながり、生きとし生けるものの網の目に向けることで、生態系という仕組み

そのものに価値があることを知ってもらいたいんです」㸦栁原氏㸧 
 単に㔝生動物をぢせるだけでなく、生態系全体へのど点を持ってもらい、その価値を理

ゎしてもらう。ピッキオのネイチャーツアーの根幹は、まさにこの点にあるのだろう。 
 
 
 

㸰 㧗尾「TAKAO 599 MUSEUM」 

㸦㸯㸧㨩力的な空㛫を生み出すデザイン 

 年㛫 300万人㸦※8㸧もの登山者がゼれるとゝわれる、東京㒔八王子市の㧗尾山。東京㒔
内でありながら㇏かな自然が広がる一帯は「明治の森㧗尾国定公園」に指定されている。

その玄㛵口である京王㧗尾線・㧗尾山口㥐から歩いてわずか数分のところに「TAKAO 599 
MUSEUM」はある。 
 この場所にはもともと「東京㒔㧗尾自然科学博物㤋」があり、2004年 3月に㛢㤋したの
ち、㊧地と所ⶶ㈨料が東京㒔から八王子市に移管。その後、八王子市を中心に㛵係団体、

地元住民、有㆑者などからなる「㧗尾の㔛拠点施タ整備あり方検ウ会」で土地や㈨料の再

活用の方向性について㆟ㄽが㔜ねられ、2015年 8月に「TAKAO 599 MUSEUM」として
オープンした。⾜政区分上はほ光施タであり、主管は八王子市ほ光ㄢ。管理・㐠営は、民

㛫の指定管理者㸦株式会社京王エージェンシー㸧が担っている。 
 同㤋の存在は、㛤㤋後すぐに大きなヰ㢟を㞟めた。それは八王子市が所有する公共施タ

でありながら、建物、展示、グッズなどが洗練されたデザインで統一され、従来の自然公

園㸦国立公園、国定公園、㒔㐨府県立自然公園㸧内の博物㤋やビジターセンターとは一線

を画する斬新な施タとなっていたからだ。 
 入㤋は無料で、毎年 30万人以上の人がゼれている。以前の東京㒔㧗尾自然科学博物㤋が、
同じく入㤋無料だったにもかかわらず、年㛫利用者数が 6㹼9万人程度㸦㛢㤋前の数年㛫は
イベントなどで 10万人を㉸える㸧だったことを考えれば、㧗尾山㯄の拠点施タとして十二
分の成果を上げているといっていい。 
 ここでは「TAKAO 599 MUSEUM」を事例に、自然公園における㞟客力のある㨩力的な
施タについて考えてみたい。 
※8 東京㒔環境局「㧗尾・㝕場地区自然公園 管理㐠営ィ画㹼㧗尾・㝕場ビジョン㹼」より 
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 同㤋が大きく利用者を伸ばしたせ因は、何よりも「明確なコンセプトに基づくデザイン

の力」にある。学ⱁ員の古ⱱ田慎也氏のヰを聞いて、つくづく感じたのは「このミュージ

アムは、人が㞟まる㨩力的な空㛫を作るため、細㒊まで緻密にデザインされている」とい

うことだ。ここでゝうデザインとは、単にぢた目のキレイさ、斬新さのみを指すのではな

く、人の⯆味や㛵心を引きつける仕掛け、さまざまな目的や機能を具現化する空㛫タィも

含んでいる。 
 施タを作るにあたって、まず考えられたのが「地域における機能」である。単に「㧗尾

山の情報を発信する施タ」というだけでなく、はじめに〝八王子市〟の〝㧗尾山㯄〟に位

置する施タとしての機能・役割を明確に定めたのだ。 
 さまざまな意ぢを交わす中で出てきたのは、「回㐟性の向上」というコンセプトだった。 
「たとえば、㧗尾山を登ったあと、ここでひと休みをしてもらって、そのあと山㯄のお店

を巡ったり、八王子市内にも㊊を延ばしてもらう。ミュージアムだけで満㊊して帰ってし

まうのではなく、周㎶の別のスポットもあわせて回ってもらえるような施タにしていこう、

という目的がありました」㸦古ⱱ田氏㸧 
 地域における位置づけが決まったあとは、拠点施タとして備えるべき 3 つの機能を整理
した。それが「ほ光機能」「学習機能」「交流機能」である。以下にそれぞれの内容をグす。 
 
□ほ光機能㸦㸻ビジター機能。ほ光・登山⿵助㸧 
 ・㧗尾山の登山㸭ほ光情報の発信 
 ・市内のイベント情報の発信 
 ・㞟客イベントの㛤催 
 ⇒登山をより楽しむための予習環境を提供する空㛫 
  啓ⵚ活動の一環として、登山に対する㧗尾山のメッセージを発信する空㛫 
□学習機能㸦㸻ミュージアム機能。新しい文化の創㐀) 
 ・㧗尾山の歴史や生態系の紹介 
 ・ㅮ習会やガイドツアーの実施 
 ⇒㧗尾山の㇏かな生態系・歴史など、秘めたる㨩力を発信する空㛫 
  未来の文化を創出する子供たちへ、体㦂型の学習環境を提供する空㛫 
□交流機能㸦㸻公園・広場機能。地域活性・交流㸧 
 ・ㄡもがくつろげる空㛫 
 ・カフェの㐠営 
 ⇒子供も家族も、ㄡもがくつろぎ楽しめる空㛫 
  地域に㛤かれた、パブリックスペースとして機能する空㛫 
 
 施タの空㛫タィに㝿しては、上の 3つの機能を具現化する基本構㐀として、「くつろぎス
ペース」「展示スペース」「映像スペース」という 3つのスペースをタけることとした。 
 
□くつろぎスペース 
 ……カフェ機能を持ち、ㄡもが活用できる空㛫 
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□展示スペース 
 ……㧗尾山の歴史や登山ルートの紹介、ⰼや昆⹸など自然物に特化した展示 
□映像スペース 
 ……剥〇を壁㠃に展示し、映像と組み合わせて独自展示の実現 
 
 各スペースの空㛫デザインや展示、映像にもこだわっている。【画像Ⅱ-3】 
 1㝵の大㒊分を占めるメイン展示「NATURE COLLECTION」は、16の展示台で構成さ
れ、展示台にはアクリル樹脂に封入されたⲡⰼや、今まさに㣕ぼうとするリアルな昆⹸標

本が並ぶ。 
 壁㠃の「NATURE WALL」は、㧗尾山の㇏かな生態系のなかで生きる多様な動物たちの
剥〇と、プロジェクションマッピングの手法を用いた映像を組み合わせた展示で、四季折々

の生き物たちの営みをダイナミックかつユーモラスに体感できる。 
 別の壁㠃には情報ガイド「599 GUIDE」がモニターで流され、「㧗尾山のマナーㅮ座」「㧗
尾山の歩き方㸦ルート紹介㸧」「発ぢ㸟㧗尾山の秘密」といった㧗尾山を知るための情報を

映像でぢることができる。どの映像もアニメーションを効果的に使い、わかりやすく、ユ

ーモラスにゎㄝされている。 
 Ⱚ生広場に㠃した㛤放的なスペースには「599 CAFE」があり、㍍㣗・デザートを㣗べた
り、休憩することができる。テーブルとイスは多摩産材を使用している。 
 

【画像Ⅱ-3】上左㸭メイン展示「NATURE COLLECTION」、上右㸭映像展示「「NATURE WALL」 

      下左㸭情報ガイド「599 GUIDE」、下右㸭Ⱚ生広場「599 GARDEN」 
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「PLAY MOUNTAIN」はキッズスタディスペースで、㧗尾山の㉳伏を再現した小さな山が、
ゼれた子供たちの学びの場となっている。 
 また、建物前のⰪ生広場「599 GARDEN」は広々としたくつろぎのスペースで、モニュ
メントでもあり、ベンチでもある「599 BENCH」や、子供たちの水㐟び場となる「じゃぶ
じゃぶ池」があり、㞟いと憩いのミュージアムを㇟徴している。 
 さらに、㤋内サインなどに使用するピクトグラム㸦絵文字㸧、ミュージアムショップのグ

ッズ、広告宣伝用のチラシや映像など、ミュージアムに㛵するあらゆるもののデザインの

トーンも統一。オリジナルのフォントも㛤発した。【画像Ⅱ-4】 
 そうした細㒊へのこだわりはすべて、「施タが発信したいイメージを来㤋者に伝㐩し、何

度も来たいと思わせるような居心地のいい空㛫を構築するため」だという。 
 以上のような施タとしての総合的なデザイン性の㧗さは国内外で㧗いホ価を受けており、

これまでに「グッドデザイン㈹ 2016 ベスト 100」「日本サインデザイン㈹ 2016 優秀㈹」
「One Show 2016 㖡㈹」「ニューヨークADC㈹ 2016 㔠㈹」「JAGDA㈹2016㸦」合㒊㛛㸧」
などの各㈹を受㈹している。 
 

 
㸦㸰㸧ミュージアムを作った人々 

「TAKAO 599 MUSEUM」が、一㈏したコンセプトのもと、細㒊まで緻密にデザインされ
ているのは、専㛛のクリエイティブ・ディレクターがミュージアムのすべてを総合的にデ

ィレクションしているからである。 
 企画・総合ディレクションを手がけたのは、日本デザインセンターの大㯮大悟氏。武ⶶ

㔝美⾡大学のパンフレット、無印Ⰻ品のクリスマスキャンペーンのアートディレクション、

国土交㏻省による全国 23半島地域の振⯆を目的とした展ぴ会「半島のじかん」のアートデ
ィレクションなど、多彩なジャンルのクリエイティブに携わってきたアート・ディレクタ

ー㸭グラフィックデザイナーである。 
「㧗尾の㔛拠点施タ整備あり方検ウ会」で㆟ㄽを㐍める中、同検ウ会の座㛗だった江戸川

大学教授㸦当時㸧の㕥木㍤㝯氏の紹介で、大㯮氏も検ウ会に参加。その後、クリエイティ

ブ・ディレクターおよびアート・ディレクターとして施タの立ち上げの中心的役割を担う

【画像Ⅱ-4】左㸭ミュージアムショップで㈍売するグッズ、右㸭宣伝用のチラシ 
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こととなったという。 
 また、大㯮氏のディレクションのもと、個々の展示や映像の制作にもⴭ名なクリエータ

ーが参加している。たとえば、「「NATURE WALL」の映像制作はNHKのテレビ番組「デ
ザイン あ」の「思ってたんとちがう㸟」を手がける柴田大平氏が、㡢楽は NHK「日曜美
⾡㤋」のテーマ㡢楽を作曲した㜿㒊海太㑻氏やコーネリアスの小山田圭吾氏がそれぞれ担

当した。 
 こうした外㒊の優秀なクリエーターに仕事を依㢗するには、当然それ相応の㈝用が必せ

だが、八王子市としても㨩力的な拠点施タを作るためにしっかりと予算を組んでおり、建

タ時の総事業㈝は 14.2億円。予算の多寡は、施タのつ模や立地環境などとも㛵係するため、
単純にほかとの比㍑はできないが、「八王子市には『㧗尾山というブランドの価値を上げて

いきたい』という明確な目的があり、その一環としてミュージアムの事業にもかなり力を

入れていると思います」と古ⱱ田氏はㄒってくれた。 
 

 
㸦㸱㸧ゼ日外国人対応 

 ミシュランのガイドブックで三つ星にㄆ定されて以来、㧗尾山には多くの外国人ほ光客

もゼれている。そのため「TAKAO 599 MUSEUM」では、ゼ日外国人対応にも力を入れて
いる。 
 展示は「わかりやすさ」を㔜どし、ゎㄝ文はできるだけ簡潔にまとめて、ⱥヂも併グし

ている。一⯡的な博物㤋が、展示内容についてヲしくゎㄝをするため、情報㔞が多くなっ

てしまうのとは対照的だ。 
「私たちが海外旅⾜に⾜くときも、それぞれの施タや作品の細かなゎㄝを求めるというよ

り、たとえば『モナ・リザがぢたい』『モン・サン・ミッシェルがぢたい』と、もっとシン

プルな動機でほ光をしますよね。㧗尾山に来る外国人ほ光客も同じで、彼らはまず『㧗尾

山に登ってみたい』という大きな目的を持っているはずなので、ミュージアムの役割とし

ても『㧗尾山の㨩力をわかりやすく伝えること』がいちばん大事なんじゃないかと思って

います」㸦古ⱱ田氏㸧 
 㛤㤋中は 4 名ほどのスタッフが常㥔しているが、うち 1 名は必ずⱥㄒ対応ができる人を
㓄置。外国人がゼれたときには積極的に声がけすることを心がけ、㤋内の案内放㏦も日本

ㄒのほか、ⱥㄒでのアナウンスを⾜っている。 
 ホームページは、ⱥㄒ、簡体中文、繁体中文、フランスㄒ、スペインㄒ、㡑国ㄒ、タイ

ㄒの 7ヵ国ㄒに対応。SNSを㏻じて情報発信するときは、日本ㄒのあとに必ずⱥヂも併グ
している。 
 WEBページの多ゝㄒ対応を⾜う場合、施タによっては外国ㄒページは情報を㝈定した簡
易版とすることもあるが、「TAKAO 599 MUSEUM」では 7つのすべてのゝㄒにおいて、
同じ情報を同じページデザインで発信している。 
「ミシュランのガイドブックで紹介されたとき、海外の方は日本人以上にWEBページをぢ
ていることがわかったので、WEBを㏻じた情報やイメージの発信は特に㔜せだと考えてい
ます」㸦古ⱱ田氏㸧 
 また、ゼ日外国人をターゲットにしたわけではないが、ミュージアムショップのグッズ
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を㈙っていく外国人、特に欧米系のほ光客が多いそうだ。 
「㸦㈍売をしていない㸧ポスターを売ってほしいとゝわれたこともあります。ヨーロッパの

方々にショップのグッズが人気なのは、やはりデザイン性の㧗さゆえではないでしょうか。

個人的な意ぢではありますが、大㯮さんのデザインは海外の方の感ぬに㏆いんだと思いま

す」㸦古ⱱ田氏㸧 
 ミュージアム独自のど点で編㞟された「599 BOOK」も日本ㄒとⱥㄒを併グし、外国人
ほ光客にも㧗尾山の㨩力を伝える構成となっている。 
 
 
㸦㸲㸧「興味・発ぢ・満㊊」という流れ 

 自然公園内にある博物㤋やビジターセンターをゼれる人はたいてい、「その地域の自然や

動植物についてヲしく知りたい」「ほ光や散策などの情報を得たい」という動機を持って㊊

を㐠んでいるはずだ。何らかの「⯆味や疑問」があるからこそ、人はその答えが得られそ

うな施タをゼね、求めている知㆑や情報が手に入る、すなわち⯆味や疑問に対する答えが

「発ぢ」ができれば、施タ㸦および施タが提供する展示やサービス㸧に対して「満㊊感」

を抱く。 
 こうした「⯆味・疑問⇒発ぢ⇒満㊊」という流れを意㆑することは、㨩力的な施タを考

えるうえでひとつのポイントになる。 
 そのほ点からゝえば、「TAKAO 599 MUSEUM」は施タ名からして、よく考えられてい
る。その名称をぢ聞きすれば、何よりも「599」という数字が印㇟に残るし、ロゴマークに
至っては「TAKAO」や「MUSEUM」よりも「599」の方が大きくデザインされている【画
像Ⅱ-5】。 
 さらに、㤋内のカフェやショップは「599CAFE」「599SHOP」、建物前のⰪ生広場は
「599GARDEN」というネーミングで、あらゆるところに「599」が使われている。 

 
 599はもちろん㧗尾山の標㧗だが、日ごろから登山をしている人ならともかく、㧗尾山を
ゼれる多くのほ光客にとっては「599」といわれても何の数字かわからないのではないだろ
うか。実㝿、筆者は友人と㧗尾山に⾜ったとき、「このミュージアムの 599 って何㸽」「ど
んな意味があるの㸽」と㉁問された。つまり、ミュージアム名をぢただけで、彼らは知ら

ず知らずのうちに「⯆味や疑問」を持たされていたのである。 
「599」という数字に⯆味や疑問を持った人は、「599 って何だろう㸽」とミュージアムに
㊊を向ける。そして、㤋内の展示をぢたり、スタッフに「599って何㸽」と聞いたりすれば、

【画像Ⅱ-5】 

ホームページのトップページと

ミュージアムのロゴ 
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いともたやすくそれが㧗尾山の標㧗であると「発ぢ」できて、「なるほど、そういうことか㸟」

と「満㊊感」を得られる。「⯆味・疑問⇒発ぢ⇒満㊊」の流れが、展示やサービスのみなら

ず、施タ名にも仕掛けられているのだ。 
 
 自然公園内の博物㤋やビジターセンターの役割は、地域の自然や動植物のこと、ほ光や

散策の情報を利用者に伝えることである。 
「TAKAO 599 MUSEUM」は、㧗尾山㯄の拠点施タとして、そうした基本的な役割を果た
しながら、さらにプロジェクションマッピングやアニメーションを使うなど情報や知㆑の

伝え方にも工夫を凝らし、カフェやⰪ生広場などのんびりくつろぎ、交流するためのスペ

ースも提供してくれている。ショップでは、ここでしか㈙えない、デザイン性に優れたグ

ッズを㈍売している。 
 それらすべてがゼれた人に、㦫きや発ぢ、満㊊感を与えるからこそ、「何度もゼれたい」

「また来たい」と思わせる㨩力的な施タとなっているのだろう。 
 
 
 

㸱 そのほか 

 今回のレポートではヒアリング対㇟としなかったが、㔝生動物の保ㆤ管理、利用者の普

及啓発や安全管理について先㐍的な取り組みを⾜っている「知床五湖」と「尾瀬」につい

て、公㛤されている㈨料を参考にしながら以下に紹介する。 
 
㸦㸯㸧知床五湖 

㹟 概せ 

 知床五湖は、知床国立公園内の特別保ㆤ地区に位置している。広大な知床国立公園内で

もっとも利用者が多い地区である一方で、混㞧に伴う植生浸㣗、ヒグマ出没の危㝤と度㔜

なる㛢㙐による不安定な㐠用などのㄢ㢟があった。 
 知床地区全体の特徴として、国立公園の利用やㄢ㢟に対して、環境省や地元自治体、公

園管理団体、エコツーリズム推㐍団体、ほ光事業者、ガイド事業者、住民団体など同地区

の㛵係者がしっかりと協㆟を⾜い、円滑な実施協力に向けた合意形成を図っていることが

挙げられる。 
 知床五湖に㛵しても、2009年に自然保ㆤ⾜政、地元住民団体、ほ光業界などからなる「知
床五湖の利用のあり方協㆟会」をタ立し、自然公園法による利用ㄪ整地区制度㸦※10㸧を
柱とした新しい利用のあり方の検ウを㛤始。2011 年より同制度の㐠用をはじめ、以後、利
用実績や協㆟会の意ぢなどを㋃まえたィ画改定を⾜いながら、現在に至っている。 
※10 国立公園の利用上核心的な自然景ほを有し、原生的な㢼景が保たれている地区において、将来に

わたる持続的な利用を実現するため、利用人数のㄪ整などを⾜うことによって、自然景ほや生物の多様

性の維持を推㐍することを目的とした制度 
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㹠 グリーンシーズンの利用 

 知床五湖のグリーンシーズンの㛤園期㛫は 4月下旬㹼11月上旬。 
 園地内には施タが 2つあり、「知床五湖フィールドハウス」は後㏙する地上㐟歩㐨の入口
で、散策の手続きやレクチャーを実施。「パークサービスセンター」には休憩所があり、お

土産や㍍㣗を㈍売している。 
 散策するために、利用者はまず「㧗架木㐨」か「地上㐟歩㐨」を㑅択する。それぞれの

概せや利用条件は以下の㏻り。 
 
【㧗架木㐨】 

・全㛗約 800㹫で、一湖湖畔まで⾜くことができる。 
・散策は、最終展望台からの折り㏉しコースで、地上㐟歩㐨へ⾜くことは不可。 
・㛤園〜㛢園まで無料で利用可能。 
・㧗架式の木㐨なので、ヒグマの出没に影㡪されず、利用することができる。 
 また、㟁気柵㸦7000V㸧が張り巡らされているため、ヒグマが登ってくることもない。 
・段差がなく傾斜を抑えているため、㌴いすでも㏻⾜可能。 
 
【地上㐟歩㐨】 

・5つの湖を㔝生の息吹を感じながら原生林を散策するコース。 
・散策ルートは、小ループ㸦1.6km㸧と大ループ㸦3.0km㸧がある。 
・㛤園期㛫を「植物保ㆤ期」「ヒグマ活動期」「自由利用期」の 3 つに分けて、各利用期に
よって利用条件や利用料㔠などがタ定されている。ヲ細は次ページの「『地上㐟歩㐨』の利

用期㛫の区分けと利用条件」を参照。 
 
 㛤園期㛫中であればㄡでも自由に散策できるコースを「㧗架木㐨」に㝈定する一方で、

ヒグマとの㐼㐝リスクや植生浸㣗のおそれがある「地上㐟歩㐨」は時期に応じて、利用者

数の制㝈、事前レクチャーやガイド引率の義務化などの対策を実施。以上のような明確な

利用ルールをタけることで、環境保全や利用者の安全確保・普及啓発などを図ってきた。 
 利用ㄪ整地区制度を㐺用した 2011年以㝆、知床五湖のグリーンシーズンの利用者数は年
㛫 32㹼40万人程度で推移している。 
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「地上㐟歩㐨」の利用期㛫の区分けと利用条件 

 植物保護期 
䝠䜾䝬活動期 

※䜺䜲䝗䝒䜰䞊限定期間 
自由利用期 

期間 
4月 20日䡚5月 9日 

8月 1日䡚10月 20日 

5月 10日䡚7月 31日 

※大䝹䞊䝥䛿 8時 10分以降、10䡚20分おき䛻出

発可。小䝹䞊䝥䛿 1 日 9 時、11時、13 時 30 分、

16時䛾計 4回 

10 月 21 日䡚

11月 8日 

利用料 大人 250円、小人 100円 
大䝹䞊䝥䠋大人 5000 円前後、小人 3000 円前後

䠄※大䝹䞊䝥料金䛿䜺䜲䝗会社䛻䜘䛳䛶異䛺䜛䠅 

小䝹䞊䝥䠋大人 2500円、小人 1500円 

無料 

所要時間 
大䝹䞊䝥䠋約 1時間 30分 

小䝹䞊䝥䠋約 40分 

大䝹䞊䝥䠋3時間 

小䝹䞊䝥䠋1時間 30分 
― 

人数 10分おき䛻 50名䛾立入 1䜾䝹䞊䝥 最大 10名 ― 

備考 

䞉申請書䛾記入お䜘䜃事前

䝺䜽䝏䝱䞊䛾受講が必須 

䞉混雑䛻伴う植生浸食䜢避

け䜛䛯䜑䛻、10分おき䛻 50

名䜎䛷䛾立入䛻䛺䜚䜎䛩。 

䞉䝠䜾䝬出没時䛿地上遊歩

道䛿閉鎖 

䞉登録引率者が引率䛩䜛䝒䜰䞊䠄有料、䝺䜽䝏䝱䞊

受講䜢含䜐䠅䜈䛾参加が必須 

䞉大䝹䞊䝥䛿前日䜎䛷䛻予約䠄知床五湖公式 HP、

各䜺䜲䝗会社 HP䠅 

䞉小䝹䞊䝥䛿当日予約。䝣䜱䞊䝹䝗䝝䜴䝇䛷直接

or電話。事前予約不可 

䞉䝠䜾䝬䛸䛾遭遇回避䜔、遭遇時䛾対処法䜢習得

䛧䛯䜺䜲䝗が䝒䜰䞊䜢引率。䛭䜜䛮䜜䛾引率者が

無線䜢所持䛧、䝠䜾䝬䛾出没情報䜢䝸䜰䝹䝍䜲䝮

䛻把握䛩䜛䛣䛸䛷䝒䜰䞊䛾安全面䛾向上䜢図䜛 

䞉䝠䜾䝬出没時䛿全䝒䜰䞊中止䛾可能性あ䜚 

䞉䝺䜽䝏䝱䞊䛿

任意䛷受講 

 
 
㹡 厳冬期の利用 

 厳冬期の知床五湖のエコツアーは、2008年から「知床五湖冬季利用ヨ⾜事業」として㐨
㐨知床公園線岩尾別ゲートを㉳点とする徒歩利用のエコツアーを実施してきたが、往復約

13㹩㹫の歩くスキーと 8 時㛫以上に及ぶ⾜程などが㞀害となり、体㦂プログラムとして定
着しなかった。 
 そのため、2012年に「知床世界自然㑇産地域㐺正利用・エコツーリズム検ウ会㆟」にお
いて、知床五湖園地㥔㌴場までのガイド㌴㍢乗り入れによるエコツアーの実施が提案され

た。その後、環境保全や安全管理対策などが㆟ㄽされ、2015年から「厳冬期の知床五湖ツ
アー」として本格的なツアー実施が㛤始された。 
 現在、厳冬期の知床五湖は、引率指導者としてㄆ定されたガイドによるツアーでのみ散

策ができる。㛤催概せは次の㏻り。 
・期㛫㸭1月下旬㹼3月下旬 
・スタート時㛫㸭1日 2回㸦午前・午後㸧 
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・所せ時㛫㸭知床五湖内の散策。およそ 3時㛫程度 
・料㔠㸭大人 1名 6000円㹼㸦ガイド事業所によって異なる㸧 
・定員㸭1ツアー定員 10名。1日最大 150名までの利用に㝈定 
 ツアーコースは、夏期シーズンは散策することのできない湿地帯や湖の上を散策。動物

の痕㊧や小㫽をほ察することができる。また、知床㐃山を一望したり、木㐨展望台横から

オホーツク海に広がる流氷を望めることが、ぢどころとなっている。 
 利用者数は、ヨ⾜事業としての期㛫㸦ゲートを㉳点に徒歩での往復㸧は 150㹼200名ほど
だったが、現在の形㸦知床五湖園地までガイド㌴㍢で往復㸧になってからは 2300㹼2500
名ほどと増加している。 
 
 
㸦㸰㸧尾瀬 

㹟 概せ 

 2007年に単独の尾瀬国立公園として独立した尾瀬地区では、2003年以来深刻化している
山ノ㰯でのクマの居座りや、1999 年 6 月、2004 年 6 月にヨシッ堀田代で発生した人㌟事
故を㋃まえて、ツキノワグマに㛵する生態状況ㄪ査、㛵係者㛫協㆟、対策実施が必㡲のㄢ

㢟とされていた。 
 そこで 2005年からツキノワグマの保ㆤ管理対策として生態ㄪ査を実施。その結果を㋃ま
えて対策マニュアルが作成されて、2009年にはマニュアルを㐠営するために⾜政・土地所
有者・山小屋などで構成される「尾瀬国立公園ツキノワグマ対策協㆟会」を立ち上げた。 
 2009年に作成された「尾瀬国立公園ツキノワグマ出没対応マニュアル」は、その後改ゞ
を㔜ねながら、現在に至るまで㐠用されている。 
 
㹠 尾瀬地区のクマ対策について 

「尾瀬国立公園ツキノワグマ出没対応マニュアル」はインターネット上に公㛤されている。 
URL㸭https://www.oze-fnd.or.jp/pdf/kuma-manual.pdf 
 ここでは、本レポートのこれまでのグ㏙を㋃まえて、尾瀬地区のクマ対策で注目すべき

点について㏙べる。 
 
□専㛛の対策協㆟会の存在 

 前㡯で㏙べたように、尾瀬にはツキノワグマ対策に特化した「尾瀬国立公園ツキノワグ

マ対策協㆟会」が組織されている。構成員は、環境省㸦担当ㄢおよび自然保ㆤ官㸧、各自治

体㸦福島県、群㤿県、新潟県、桧枝岐村、片品村、㨶沼市㸧の担当ㄢ、地元猟友会、㛵㐃

企業、山小屋、尾瀬保ㆤ㈈団など。保ㆤ管理対策を円滑に推㐍していくためには、こうし

た㛵係者が協働できる組織体制は不可欠である。 
 なお、協㆟会の㐠営や庶務は、尾瀬保ㆤ㈈団が担っている。同㈈団は 1995年にタ立。環
境保全、㔝生動物のㄪ査・対策、利用者への普及啓発、ビジターセンターなど公園施タの

管理㐠営、環境学習の推㐍㸦ミニツアーの実施㸧、尾瀬国立公園の PR など、尾瀬に㛵わる
多彩な事業を包括的に⾜っている。 
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□充実した専㛛の対策員 

「Ⅰ 上㧗地・立山における現状のㄪ査」で、上㧗地・立山の両地区において「㔝生動物

の保ㆤ管理や利用者への普及啓発に㛵わる人手が不㊊している」と㏙べた。 
 一方、尾瀬では、年度初めに協㆟会が、ツキノワグマの生態やマニュアルの内容を熟知

した「ツキノワグマ対策員」を任命。対策員は各地区から数名が㑅出され、地区は山ノ㰯

地区、尾瀬沼地区、ぢ晴地区、竜宮地区、ヨシッ堀田代地区の 5地区ある。 
 対策員は各地区の窓口となり、ほかの対策員と㐃携し、㛵係者と協力しながらマニュア

ルに基づいた対策を実施することが役割となる。 
 具体的には、平常時の対策として「利用者への普及・啓発」「ㄏ引物の管理」「情報収㞟」

「生息状況ㄪ査」「刈り払い」「㆙㚝タ置」、危㝤時の対策として「利用者への注意喚㉳」「㆙

㚝の移動・㏣加タ置」「㏣い払い」「立ち入り制㝈」がある。 
 
□㞟中的な対策地区のタ定 

 クマの居座りが深刻化している山ノ㰯地区、㐣去に 2 回人㌟事故が発生したヨシッ堀田
代地区では㏻常の対策に加えて、危㝤な状況が発生しやすい時期を定めて、㞟中的な対策

を⾜っている。 
 また、上グ 2 地区については、尾瀬全域を対㇟した「尾瀬国立公園ツキノワグマ対策協
㆟会」とは別に、地区内の対策に特化した㐃絡会㆟を㛤催している。 
 
㹡 尾瀬ガイドのㄆ定について 

 尾瀬では、利用者への安全で快㐺な、㉁の㧗い自然体㦂を提供する目的で、尾瀬ガイド

㸦尾瀬自然ガイド、尾瀬登山ガイド㸧のㄆ定を⾜っている。検定ヨ㦂などは尾瀬ガイド協

会が実施している。 
 尾瀬ガイドになるには、ガイドとしての㧗い技⾡や知㆑、正確な救急法を備えているだ

けでなく、「尾瀬と周㎶地域の㨩力をゎㄝできる知㆑と能力を持ち、自然保ㆤの原点ともい

える尾瀬において自然保ㆤの精神や環境保全、㐺正利用への理ゎと啓発を⾜えること」が

必㡲条件となっている。 
 㔝生動物も含めた自然環境は地域によって異なるため、尾瀬ガイドのような地域に特化

したガイドの育成は、㉁の㧗いネイチャーツアーを実施したり、利用者へ㐺切な普及啓発

を⾜い、地域の自然環境を保全していくためには有効だとゝえるだろう。 
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Ⅲ アメリカの国立公園における㔝生動物ほ察 

 アメリカは世界で初めて国立公園制度を取り入れ、有料制で世界最㧗水準の自然保ㆤシス

テムを確立している。㔝生動物の管理についてもさまざまな施策が展㛤されており、自然環

境を保ㆤしながらビジターがその土地特有の自然を楽しめる工夫が各国立公園で⾜われて

いる。ここではそうしたアメリカの事例を挙げ、日本における今後の㔝生動物ほ察ツアーの

可能性とヒントを考察する。 
 

㸦㸯㸧アメリカの国立公園の特徴――概せと日本との比㍑ 

 アメリカには現在 59 の国立公園があり、そのすべては米国政府内務省の国立公園局
㸦National Park Service : NPS㸧によって管理されている。総㠃積は 34万㎢で日本の国土
㠃積㸦38万㎢㸧とほぼ同じといえる。 
 

㹟 管理体制 
 アメリカの国立公園は土地のほとんどを㐃㑥政府㸦国立公園局㸧が所有している。区域内

の取り締まりも国立公園局が⾜っており、自然環境だけでなく、敷地内にあるホテルやレス

トラン、売店などの施タも当局の管理下にある㸦公園内で営業する有料施タの事業者は公園

内経営権を取得し、その契約に基づき収益の一㒊を公園の管理に㑏元するのが㏻例㸧。アメ

リカの国有地の中でもより独立した管理制度と体制を持っているといえる。この点で、土地

の所有と㛵係なく区域を指定して国立公園とする日本の制度と大きく異なっている。 
 さらに国立公園局は区域内の㐨㊰を含むほとんどすべての建タ事業も自ら実施する㸦日本

では国土交㏻省の公園㒊局が⾜う㸧。 
 日本の国立公園との大きな㐪いは、アメリカの国立公園ユニットでは公園区域すべての

「㈨源㸦resource㸧」を保全対㇟としている点で、この中に自然景ほや動植物、文化的、歴
史的なものも含まれている。 
 
㹠 㠃積など 
 アメリカの国立公園の総㠃積は 34万 km²で、これは日本の国土㠃積㸦38万 km²㸧とほ
ぼ同程度に相当する。 
 国立公園のシステムを管理する国立公園局には 2 万人以上の職員が勤務しており、それ
に加え、のべ 30万人以上のボランティアが管理・㐠営に参加している。職員一人あたりの
管理㠃積は 15.6㎢、職員一人あたりの利用者数は 1万 5000人になる。 
 これに対し日本の国立公園の総㠃積は 2.19 万㎢。現地で管理にあたる職員数は 187 名
㸦2017年㸧であり、職員一人あたりの管理㠃積は 117㎢、職員一人あたりの利用者数は 188
万人。つまり、日本の国立公園で環境省のいわゆる「レンジャー」に出会う確率はかなり

低いといえるが、地元の地方公共団体、民㛫事業者、NPO、地域住民、国の㛵㐃機㛵など
がその管理に参加することで国立公園の維持管理が保たれている。 
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㹡 職員・レンジャーの位置付け、ボランティア制度 
 2万人を㉸える職員を擁する国立公園局を支えているのが、職員の分業制度と研修制度で
ある。国立公園局職員はそれぞれの技能や専㛛㡿域によって 16の職域㸦キャリアフィール
ド㸧に細分化されており㸦下⾲参照㸧、募㞟の㝿には本人の持っている経㦂や学歴がそのポ

ストに十分であるかどうかが審査される。 
 またそれぞれの職域に職員研修制度があり、そこで求められる能力を㣴成している。国立

公園局全体としてはビジターサービスに㔜きが置かれて、インタープリター㸦自然ゎㄝ担当

官㸧や法執⾜官など、ビジターサービスや管理業務㛵係の職員数が多い。また各公園とも多

くの維持管理職員を抱えており、日常的な維持管理⾜為はⲡ刈りから建物の⿵修に至るまで、

職員が直接管理を実施している。 
 一方、公園内の自然・文化㈨源(natural and cultural resources)の管理についても日本と
は大きく異なる特㉁がある。国立公園の㐺正な「管理」のために国立公園内の自然・文化的

な㈨源の目㘓を作成し、その変化についてモニタリングする。仮に悪影㡪がㄆめられた場合

には移入種㥑㝖などの対策をㅮじる体制がある。こうした業務には科学的なㄪ査に精㏻した

専属職員があたり、また公園管理者やビジターサービス㒊㛛に客ほ的で科学的な情報やホ価

を提供している。これも日本の国立公園にはぢられない特徴的な機能だろう。 
 また、アメリカの国立公園には充実したボランティア制度㸦Volunteer-in-Parks Program: 
VIPプログラム㸧があり、2016 年にはのべ 34 万人ものボランティアが公園管理に参加し
た。ボランティアの募㞟は、政府のボランティア募㞟ウェブサイ ト(www.volunteer.gov)
を㏻じて一括して募㞟されている。各公園にはボランティアコーディネーターが㓄属され、

公園内各㒊㛛からのボランティア受け入れ希望を㞟約して、政府の募㞟サイトに情報を掲

示する。㛗期ボランティアに対してはユニフォーム、帽子、作業に必せな安全⿦備などの

ほか、無料のボランティア宿⯋が提供される。キャンピングカーやキャンプサイトの無償

提供もある。日本のパークボランティア制度とは異なり、ボランティアが個別に公園と契

約を結ぶ形態をとっている。ボランティアの多くは㏥職した㧗㱋者、学生など。外国人に

対しては国㝿ボランティアプログラム(International Volunteer-in-Parks Program: IVIP )
プログラムがあり、国立公園局国㝿ㄢが一元的に募㞟を⾜う。参加者に対しては交換ゼ問

者用ビザが発給され、ほ光ビザによるボランティアプログラム参加はㄆめられていない。 
 
国立公園局職員の 16の職域㸦キャリアフィールド㸧 

 



45 
 

 

 



46 
 

 

出典㸸『アメリカの国立公園』㕥木 渉㸦2017㸧 

㸦「国㝿生物多様性の日『生物多様性と持続可能なほ光シンポジウム』  

㹼国立公園のインタープリテーションを考える 㓄布㈨料㸧 

 

 

㹢 ビジターサービス 
 アメリカの国立公園局では、ビジターサービスの㉁を保つために国立公園局の満㊊度ㄪ

査㸦visitor survey㸧を毎年実施している。 
 2017 年度予算せ求書によれば、2013 年㹼2015 年度の満㊊度は 98㸣。ビジターサービ
スは職員の対応、施タ整備・管理、情報提供㸦自然ゎㄝを含む㸧などの総合的なホ価結果

といえる。国立公園のビジターサービスの㉁は、ゼ問者数と満㊊度によってホ価される。

日本の場合には、こうしたホ価は一⯡的にゼ問者数により実施されている。各国立公園に

おける利用者の満㊊度ㄪ査という、経㦂の「㉁」のホ価を実施していることが、アメリカ
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のㄪ査の特徴といえる。国立公園局職員はいわゆる「パークレンジャー」として活㌍し、

国立公園の「㢦」として統一したイメージを保つためのユニフォームの着用や、立ち居振

る⯙いや接客の㉁を保つための充実した研修制度なども用意されている。 
 ビジター向けサインィ画などについては一元的に業務を⾜っている。印刷物については

各公園に地図付きパンフレットとパークニュースが用意されており、国立公園局の印刷物

には「ユニ・グリッド㸦uni-grid㸧システム」というデザインシステムを導入。これは基本
となる㹀版用紙にあらかじめ決められたグリッドに従って文章や写真の㓄列することによ

り、全体的なイメージを統一するというものである。 
 アメリカの国立公園のビジターサービスの基本はビジターセンターでの展示や無料新聞

の㓄布、レンジャーによる自然ゎㄝプログラム、公園の紹介映画などが充実していること

だろう。 
 

 

㸦㸰㸧㔝生動物の保ㆤ管理体制 
㹟 国立公園内における自然の把握とモニタリング 
 アメリカの国立公園の管理の特徴は、各国立公園ユニットがそれぞれ㈨源管理(resource 
management)㒊㛛を持っていることだ。この㈨源管理㒊㛛は公園内の㈨源の状態を把握し、
必せな場合には対策をㅮじる。大きな国立公園になると、独立した科学(science)㒊㛛がタ置
され、㈨源の状況把握だけではなく、事業の科学的なホ価なども実施する。 
 ㈨源管理㒊㛛には、公園の有する㈨源に応じて、水㉁、大気、植生、地㉁、歴史、文化、

昆⹸、㔝生動物、㫽㢮などの専㛛家が㓄属されている。職員は公園内の㈨源に㛵するイン

ベントリー㸦目㘓㸧を作成し、そのモニタリングを実施している。またデータを収㞟、分

析し、自然ゎㄝ㒊㛛や事業ホ価プロセスにフィードバックする。 
 こうしたモニタリングが継続的に⾜われていることにより、公園内での自然・㔝生動物

ほ察やツアー、自然ゎㄝを円滑に⾜い、ビジターの満㊊度を得ていると考えられる。 
 
㹠 㔝生動物の保ㆤ管理と安全対策 
 アメリカの国立公園の多くはグリズリーやブラックベアなどの生息地であり、同時に㔝生

のクマほ察が大きなほ光の目玉となっている。そのためクマの生息域を擁する各公園ではク

マと人㛫との⾪突、事故を㜵ぐための対策が徹底して⾜われ、成果をあげている。 
 対策にあたっては、先㏙したモニタリングによる生息数、生息エリア、⾜動パターンなど

の情報が活用され、それをもとにクマの専㛛知㆑を持つエキスパート職員がビジターへの情

報提供、注意喚㉳、教育、パトロールなどを⾜っている。また各ビジターセンターで㓄布さ

れる無料の冊子やホームページ上にクマの生態や㐼㐝した時の対処法などをヲしくグ㍕、周

知することで、事故の予㜵を⾜っている。 
 

アイダホ州 イエローストーン国立公園の事例 
 世界で初めて国立公園としてㄆ定されたイエローストーン国立公園では、かつて来園者

数を増やす目的で㔝生のグリズリーベアやブラックベアの㣵付けが⾜われていた。次第に

クマは人㛫に㣵をねだるようになり、キャンプ場やホテル、来園者の㌴がくわれ死者が続
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出する事態となった。1960年代、公園は本格的なクマ保ㆤ管理のプログラムを実施。「㔝生
は㔝生のままに」をスローガンに、クマ対策用の専用ゴミ箱のタ置や、㣵付けの禁止、ク

マと人との接㏆㊥㞳の制㝈、クマ生息エリアへの立ち入り制㝈、人慣れした危㝤個体の㥑

㝖などを⾜ってきた。2000年以㝆、㈇傷事故は減少、ほとんどのクマは人㛫の㣗べ物やゴ
ミを利用していない。一時期は㥑㝖㢌数が増え、絶滅危惧種となっていたグリズリーも個

体数を増やし、絶滅危惧リストから外された。 
 現在もイエローストーン国立公園ではクマから約90mの㊥㞳を保つことをビジターに求
めており、その結果、クマも人もストレスなくほ察活動を⾜えるようになっている。なお

イエローストーンのこうした取り組みは、アメリカ内の多くの国立公園で㋃くされている。 
 

アラスカ州 カトマイ国立公園の事例 

 カトマイ国立公園はアラスカ南す㒊に位置し、世界最大のヒグマの保ㆤ区域。約2200㢌
の個体群が確ㄆされており、その姿をぢようと毎年4万人を㉸えるビジターがゼれる。 
 公園内で最も人気があるブルックスキャンプはサケが㐳上し、ヒグマが㞟結する7月にな
ると1日に300人ほどのビジターがゼれ、宿泊することも可能。こうした環境下でクマの保
ㆤと安全にクマをほ察する機会をビジターに提供するため、公園では徹底した管理プログ

ラムが実施されている。プログラムの目的は大きく㸳つに分けられ、 
 
㸯㸬自然状態でのクマ個体群動態の維持 
㸰㸬自然なクマの採㣗パターンと生息地利用の継続 
㸱㸬クマに人㛫と「㣵」とを結びつけさせないようにすること 
㸲㸬クマと人の㌵㎚を最小㝈にすること 
㸳㸬人々がクマについて学び、ほ察し、正しい理ゎを得る機会を提供すること 
 

 特筆すべきは㸳で、クマが生息する世界を人㛫が知ることで、クマと人との㌵㎚につい

て理ゎし、それを㜵いでいくという姿勢である。 
 これらを具体的な対策にⴠとし㎸んだものとして、公園ではビジター全員に事前のレク

チャーを実施。クマのほ察ポイントには㧗架歩㐨や展望台をタ置することで安全性とほ察

性を㧗めている。また国立公園つ制により、ビジターがクマに接㏆したり、クマの46m以
内に留まることを禁止している。クマの自然な⾜動を維持するため、クマが人㛫の生活域

㏆くにいない㝈り、職員も強制的にクマを移動させることはしない。  
 宿泊に㛵しては、キャンプ場を囲む㟁気柵や、クマをㄏ引する可能性のある㣗料や㐨具㢮

を保管する施タをタ置。クマがビジターの所持品に損害を与えることを㜵いでいる。ピクニ

ックは指定されたエリアのみチ可され、ゴミは国立公園管理局のスタッフにより毎晩回収、

焼却される。またクマ対策のカ練を受けたスタッフがブルックスキャンプ全域に㓄置され、

ビジターの動きを管理し、ゎㄝなどを⾜っている。スタッフはクマの生態や⾜動学、㜵㝖技

⾡、クマスプレーや㖠器の使用法についてカ練を受けている。 
 また国立公園㏆㞄の町には、国立公園局の公ㄆを受けた「Bear Viewing」専㛛のガイド
会社が数多く存在し、ビジターに安全にクマほ察に参加できる機会を提供している。さらに

こうしたガイド業により、地域経済の活性化が促㐍されている。 
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㸦㸱㸧ネイチャーツアーの現状 
㹟 国立公園スタッフによるレンジャープログラム 
 アメリカの国立公園内には必ずビジターセンターがタ置されており、ほとんどの公園で毎

日無料で各分㔝の専㛛知㆑を持った職員による「レンジャープログラム」が㛤催されている。 
 ほとんど場合が予約なしで参加でき、レンジャーと一緒にトレイルを歩きながら自然の成

り立ちや歴史を学ぶもの、動植物をほ察するもの、先住民の神ヰを聴くものなど、その内容

は多岐にわたる。子ども向けのツアーも多く、キャンプサイトなどに宿泊するビジターに対

してはキャンプファイヤーや焚き火を囲みながらのスライドトークなどもある。 
 民㛫のガイド会社とは㐪い、料㔠は無料で、予約も不せということで、当日の天候や体力、

⯆味によって自由かつ気㍍に参加できる点で参加者はとても多い。また公園の自然や歴史な

ど、専㛛分㔝に精㏻し、自然ゎㄝに特化した研修を受けたレンジャーが担当することから満

㊊度も㧗く、結果的にビジターが自然環境や㔝生動物について⯆味や理ゎを深めることに繋

がっていると考えられる。 

 

イエローストーン国立公園のレンジャープログラム例㸦2019年度㸧 

日程 プログラム 㛤催㢖度 時㛫 

6〜9月 ガイザー滝ハイキング 

ガイドと歩きながら地形や自然をほ察 

㸯日㸯回、毎日㛤催 1.5時㛫 

6〜9月 イエローストーンの㔝生動物を知る 

公園の代⾲的な動植物をレクチャー 

㸯日 2回、毎日㛤催 20分 

6〜7月 夜のおヰ会 

イエローストーンの歴史と神ヰ 

㸯日 2回、毎日㛤催 45分 

6〜9月 秘密の火山ツアー 

美しい火山湖を歩いて火山の成り立

ちを学ぶ。 

㸯日 2回、毎日㛤催 2.5時㛫 

6〜9月 ジュニアレンジャープログラム 

イエローストーンの自然や成り立ち

を勉強してジュニアレンジャーワッ

ペンをもらおう 

㸯日 6回、毎日㛤催 30名 

国立公園によっては㔝生動物ほ察や写真撮影ツアーなども㛤催している。 

 

 

㹠 民㛫ガイド会社との提携 

 アメリカでは国立公園内でのガイド活動には、商業ライセンスとともに公園がㄆ可したガ

イド会社への所属が必せとなっている。国立公園のホームページにはㄆ可を受けたガイド会

社の紹介があることが多く、利用者も安心してツアーを申し㎸むことができる。 
 国立公園側が公園の自然や動植物、地形などに精㏻したガイドや会社にㄆ定を与えること

は、動植物や人㛫の安全を守るだけでなく、民㛫のガイド会社の活性化や経済的なサポート

にもつながり、ひいてはそれが国立公園システムの活性化にもなっていると考えられる。ま
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た、積極的にガイドを利用することで、個人での散策では得られなかった知㆑や自然の中で

安全に活動するための技⾡、㔝生の動植物への理ゎをビジターが獲得できることはビジター

の成熟につながり、「㔝生を保全しながら自然を楽しむ」という理想的な国立公園のあり方

につながるはずだ。 
 
㹡 個人での動植物ほ察に対するサポート 
 各国立公園のホームページには、個人散策でも㔝生の動植物をほ察しやすいよう㇏富な情

報が提供されている。 
 アラスカのデナリ国立公園のサイトを例にあげると、「Things to Do㸦公園で何をする㸽㸧」
という㡯目の中に「Wildfile Vewin」のコーナーをタ置。 
 内容は 
・国立公園内に生息する哺乳㢮、㫽㢮、㨶㢮、両生㢮の紹介 
・それらの動物がどこでぢられるか、種別にヲ細なエリアやほ察可能時期を紹介 
・㔝生動物の写真撮影に㛵するアドバイス 
・㫽㢮の㬆き声を動画と㡢声で紹介する図㚷 
 などの情報が掲㍕されている【画像Ⅲ-18】。また、そうしたインフォメーションに加えて、 
・㔝生動物と出会った時の安全対策 
・国立公園局の専㛛家チームによる種別の最新研究のㄽ文公㛤 
 などの情報も㝶時公㛤されている。 
 

 このように㔝生の動植物に㛵する㇏富な情報を提供できるのは、国立公園局内に動植物の

エキスパートが在籍し、常に最新のモニタリングと研究を⾜っているからこそだろう。 
 こうした取り組みにはビジターが公園内の動植物に⯆味を持つきっかけにもなり、「㔝生

動物ほ察」というアクティビティが深く浸㏱するせ因にもなっていると考えらられる。 
 
 
㸦㸲㸧アメリカの国立公園から学ぶこと 
 最後に、ここまで挙げてきたアメリカの国立公園の事例と日本との比㍑考察を㋃まえ、今

後の日本での「㔝生動物ほ察ツアー」においてどんなことを参考にするべきかを考える。 
 
㹟 㔝生動物ほ察における保ㆤと管理の考え方の成熟 
 今後、日本の国立公園において安全な㔝生動物ほ察ツアーを⾜っていくために、まず前提

として⾜うべきことは、㔝生動物の㐺正な保ㆤ管理だと考える。㔝生動物をほ察するという

ことは、どれだけ注意を払ったとしても、㔝生動物と人㛫との㊥㞳が㏆くなる。「もっと㏆

くでぢたい、撮影したい」というビジターのせ望と、「もっとぢせなくてはいけない」とい

うガイド側の㈐任感が㧗まれば㧗まるほど、その㊥㞳は縮まるだろう。 
 こうしたことは事実、アメリカの国立公園でも㉳こっており、それが招いた悲劇はイエロ

ーストーン国立公園の事例が参考になる。そうした事態を㑊けるために忘れてはならないの

が、「動物とその⾜動を自然状態に保持する」という基本原則である。またツアー㛤催にあ

たっては、「㔝生動物をぢる㸦ビジター側㸧㸭ぢせる㸦主催者側㸧」という結果に終始するの
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ではなく、その目的を「㔝生動物の世界にゐれることで、動物や自然環境について深い知

㆑と理ゎを得る」という点に置くことが㔜せだと考える。 
 この原則、考え方を、公園、ツアー主催者、ビジターの三者が徹底できない㝈りは、何か

しらの形で㔝生の動植物と人㛫にインパクトを与える結果になるとアメリカの事例から推

察する。 
 
㹠 ビジターセンターの充実 
 日本の国立公園にもビジターセンターやそれに㢮する施タは存在しているが、スタッフの

不㊊やㄆ知度の低さから有効的な活用がされているとは考えづらい。 
 環境省が平成 27年に実施した環境省直㎄のビジターセンター33施タに㛵するㄪ査では、
国立公園への来ゼ経㦂がある人のうち、ビジターセンターへの来ゼ経㦂がある人は26.9㸣、
その存在を知らなかったと答えた人が 22.9㸣となっている。さらに来ゼした人の総合的な
満㊊度は 43.4㸣となっている。 
 アメリカの国立公園のビジターセンターは日本と比㍑して施タ自体が大つ模で、自然環境

や動植物にまつわる展示も多く、何より無料で手に入る新聞や冊子、地図などが㇏富な印㇟

を受ける。常㥔するレンジャーの数も多く、全員が動植物や地形など専㛛分㔝を持つスペシ

ャリストでもある。ビジターたちの㉁問に的確に答え、国立公園をより楽しむためのアドバ

イスをしてくれることから、ビジターたちの信㢗も厚い。またビジターセンターでは先に挙

げた無料のレンジャープログラムの受付なども⾜っているため、来園者の多くは「何はとも

あれ、まずはビジターセンターに⾜ってみよう」という習慣が浸㏱していると思われる。 
 ビジターセンターの充実は、ビジターへの動植物への理ゎや、予期せぬ動物との㐼㐝時に

おける安全⾜動の教育にもつながる。こうしたことから、㔝生動物ほ察ツアーを安全に㛤催

するには、ビジターセンターの改㠉もまた助けになると考える。 
 
㹡 ホームページの充実 
 各国立公園をゼれるビジターに、そこでの楽しみ方のひとつに「㔝生動物ほ察」という㑅

択肢があるということを周知することは、ツアー参加へのきっかけづくりの大きな助けにな

る㸦そもそもどんな動物がぢられるのかがわからないと、ツアーを探すこともしない㸧。 
 アメリカの国立公園のように、各公園がホームページで積極的に生息する㔝生動物を紹介

し、その生態や㨩力、ほ察できる条件、安全管理などを周知することにより、ビジターの㔝

生動物への⯆味㛵心を㧗めることができるのではないだろうか。また、その場合は外国人対

応のⱥㄒ⾲グ、中国ㄒ⾲グなどもできればベターだと考える。 
 
㹢 専㛛家としてのレンジャーの育成とマンパワー 
 アメリカの国立公園のほとんどで毎日㛤催されているレンジャープログラムは、ビジター

が公園の成り立ちや自然環境、動植物について気㍍に学べる機会である。それぞれのプログ

ラムを提供するのは、専㛛知㆑を持ち、研修を受けたスペシャリストたち。さらに無料で予

約不せということで、その人気は老ⱝ男女問わず㧗い。 
 日本の国立公園では、こうした無料・予約不せで、かつ内容的にも充実したプログラムは

ほとんどぢられず、あったとしてもその多くは民㛫が⾜う有料のプログラムだったりする。
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ただ、㛤催㢖度が低く、参加したくても㒔合が合わないケースも少なくないと想像できる。 
「国立公園に⾜けば、いつでも㠃白いツアーに参加できる」という期待感と安心感があれば、

㔝生動物ほ察ツアーという新しい分㔝のㄆ知も可能ではないかと考える。そのためには専㛛

知㆑を持ったレンジャー、インタープリターの育成、マンパワーの拡充が望まれる。 
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Ⅳ 㔝生動物などのほ察ツアー 

  および情報発信の可能性の検ウ㸦まとめ㸧 

 

㸦㸯㸧㔝生動物ほ察をテーマとしたガイドルート㐀成の可能性 

 㔝生動物の生息環境の保全や利用者の安全に㓄慮しながら、㔝生動物ほ察をテーマとし

たネイチャーツアーを実施するには、「Ⅱ ほかの地域での特筆すべき事例」や「Ⅲ アメ

リカの国立公園における㔝生動物ほ察」で㏙べてきたように、 
 対㇟地域における 
「綿密なㄪ査に基づく㔝生動物の生態の把握」 
「㔝生動物の㐺正な保ㆤ管理体制の確立」 
 が前提となり、それらを実現するには「㔝生動物に㛵する専㛛知を有するプロフェッシ

ョナルな人材㸦組織㸧」の存在が不可欠である。 
 㐺正な保ㆤ管理体制を確立しないまま、安易にほ察ツアーを⾜えば、 
・㔝生動物の⾜動や生息環境に対する侵害㸦disturb㸧 
・フィールドでの人㛫と㔝生動物の⾪突 
・㔝生動物の⾜動変化による、周㎶地域への⿕害 
などの問㢟が㉳こり、㔝生動物と人㛫の双方にとって不幸な状況に㝗ってしまう。 
 ただ、㔝生動物の保ㆤ管理体制の確立は、自然公園の管理を担う国や地方自治体、もし

くは⾜政から指定を受けた公園管理団体などの管㎄であり、㔝生動物に㛵する専㛛知も必

せとされるため、日本山岳ガイド協会として直接的に㛵与するのは㞴しいだろう。 
 㔝生動物ほ察をテーマとしたガイドルートを㐀成するため、日本山岳ガイド協会として

できる現実的な方法のひとつとしては、「各地の専㛛家・専㛛団体と協働体制を構築するこ

と」が考えられる。 
 その地域で㛗年にわたって㔝生動物の研究・ㄪ査を続けてきたり、保ㆤ管理に㛵わって

きた実績のある専㛛家・専㛛団体であれば、㸦組織によって程度の差はあるかもしれないが㸧

㔝生動物の生態の把握はできているだろうし、㛗年のㄪ査研究に基づいたほ察の方法やそ

の注意点、⾪突を回㑊するためのノウハウなども持っているはずだ。また、ネイチャーツ

アーを企画・実施している実績があれば、インタープリテーションのノウハウ㸦毛皮や㊊

形などの小㐨具を使ったり、タブレット PCで動画をぢせたり、など㸧も確立されているか
もしれない。 
 各地の専㛛家・専㛛団体が有している、その地域に特化した「㔝生動物を含めた自然環

境全⯡に㛵する知㆑」や「インタープリテーションや安全管理のノウハウ」を研修などを

㏻じてレクチャーしてもらうことで、「㔝生動物やその生息環境を disturbせずに」かつ「ツ
アー参加者にとっては安全性が㧗く、満㊊度も㧗い㸦㸻㐼㐝率の㧗い㸧」、㉁の㧗いネイチ

ャーツアーの㐀成が可能になるのではないだろうか。 
「Ⅰ 上㧗地・立山における現状のㄪ査」で㏙べた、立山カルデラ砂㜵博物㤋のフィール

ドウォッチングのように、毎年の実施実績をもとにブラッシュアップされたネイチャーツ

アーがすでにあれば、そのツアー内容をそのまま利用させてもらうという方法もある。 
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 Ⅰの「㸯 上㧗地」「㸰 立山」の㡯でも㏙べたが、自然公園内の拠点施タ㸦博物㤋やビ

ジターセンター㸧の専㛛家・専㛛職員としても、ネイチャーツアーなどを㏻じて公園利用

者への普及啓発を促㐍させたい考えはあるものの、マンパワーの不㊊によって思うように

実⾜できていない現実がある。 
 日本山岳ガイド協会のガイドが入ってきてくれることは、「広報・宣伝網の拡充」「㞟客

力の増大」「実施㢖度の増加」などのメリットがあり、ツアーの情報が広く周知され、実施

㢖度が増えれば、より多くの人への普及啓発につながる。 
 また、全国組織である日本山岳ガイド協会が㛵わることで、それぞれの地域で⾜われて

いるネイチャーツアーに㛵するノウハウを㞟約・共有もでき、ある地域での成功事例をほ

かの地域で応用していくことができるかもしれない。 
 立山カルデラ砂㜵博物㤋の㣤田肇氏は、「民㛫のガイドやツアー会社」と「各地の専㛛家・

専㛛団体」との将来的な㛵わり方として、次のようなアイデアをㄒってくれた。 
「将来的な理想をゝえば、博物㤋やビジターセンターの専㛛家・専㛛職員がモデルコース

を企画し、そのモデルコースを民㛫のガイドやツアー会社が事業化して実施する。そうす

ることで、多くの人が㉁の㧗いネイチャーツアーを体㦂できる機会が増えるのではないで

しょうか」 
 先㏙した「各地の専㛛家・専㛛団体による研修」をさらに発展させて、知床の「知床五

湖登㘓引率者」や尾瀬の「尾瀬ガイド」のような、それぞれの地域の自然ゎㄝや㔝生動物

対策に特化したローカルなガイドㄆ定制度を作っていってもいいのかもしれない。 
 今後の展㛤への参考となるよう、巻末の「㈨料㸯」として「㔝生動物のほ察に㐺したエ

リアと拠点施タ」を一ぴにしてまとめた。 
 
 
㸦㸰㸧ゼ日外国人対応と情報発信について 

 ゼ日外国人対応を考えるには、まずは「ㄡに」「何を」「どのように」伝えていくか、を

明確にしなければならない。 
 ゼ日外国人が「自国にはないもの㸦体㦂㸧」「日本ならではのもの㸦体㦂㸧」を求めている

のは共㏻しているが、国籍㸦その国の自然環境や文化的背景、価値ほなど㸧によって⯆味

㛵心が異なっているのは、「Ⅰ 上㧗地・立山における現状のㄪ査」で㏙べた㏻りだ。 
 そのため、「ゼ日外国人」と一括りにするのではなく、「どこの国の人」には「どんな情

報」を発信すれば⯆味・㛵心が㧗まるのかをしっかりと整理し、そのうえでその国の人に

リーチしやすいメディアに情報を㍕せていくことが大切なのではないだろうか。 
 そうしたマーケティング的なほ点からのゼ日外国人対応や情報発信については、本レポ

ートではヲしく考察できていないため、さらなるリサーチが必せかもしれない。参考まで

に、巻末の「㈨料㸰」に「ⱥㄒ㸦または他ゝㄒ㸧による日本のアウトドア情報の発信サイ

ト例」として、さまざまなスタイルの外国ㄒサイトの例をまとめた。 
 また、「何を伝えるか㸦㸻どんなツアーを㐀成するか㸧」に㛵して、ゼ日外国人が求めて

いるものが「日本でしか経㦂できないこと」であるならば、テーマを㔝生動物に㝈定せず、

そのほかの日本特有の自然や文化と組み合わせたネイチャーツアーとすることで、ゼ日外

国人の㛵心度や、実㝿に体㦂したあとの満㊊度が㧗まるのではないだろうか。 
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 個人的には、立山カルデラ砂㜵博物㤋の「立山の㞷を体㦂しよう」などは、㔝生動物ほ

察やアニマルトラッキングに加えて、世界有数の多㞷地帯の㞷を味わえるという点で、日

本ならではのせ素が含まれており、伝え方次第ではゼ日外国人が⯆味を持ちそうな企画だ

と感じた。 
 情報を伝える㝿には、Ⅱの「TAKAO 599 MUSEUM」の事例でぢたように、「わかりや
すさ」――つまり、わかりやすいデザインだったり、ぢせ方は大切な条件かもしれない。「こ

こに⾜けば、自分が欲しているものが得られる」ということを直感的に伝えていく方法を

模索していく必せはあるだろう。 
㸨 㸨 㸨 㸨 㸨 

 日本山岳ガイド協会としては次年度㸦2020年度㸧以㝆、本格的に「㔝生動物ほ察をテー
マとしたツアーコンテンツの㛤発・改善」㸦ゼ日外国人の受け入れやWEBによる情報発信
の体制の整備、㔝生動物ほ察をテーマとしたガイドルートの㐀成など㸧に取り組んでいか

れることと思います。 
 日本山岳ガイド協会のガイドの方たちが、これまで多くの人たちを日本各地の山に案内

することで山や自然の素晴らしさを伝えてきたように、㔝生動物ほ察においても「㔝生動

物の㨩力や彼らが暮らす自然環境の多様性」を伝え、そのことがひいては人㛫の側㸦クラ

イアント、ガイド㸧の満㊊だけではなく、動物たちや彼らの生息環境を守っていくような

事業に育っていくことを期待しています。 
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 ㈨料㸯  

㔝生動物のほ察に㐺したエリアと拠点施タ 

 
エリア 特徴 拠点施タ 

北海㐨 大㞷山旭岳 

・㯮岳 

ロープウェイを利用して亜㧗山帯から㧗山帯に

上がると、シマリスやナキウサギなどがほ察可

能。稀にオコジョと出会えることも。 

旭岳ビジターセンター 

層㞼峡ビジターセンター 

知床羅臼 冬の海ではアザラシ㢮やトド、春から夏はクジ

ラ㢮、シャチ、イルカ㢮などをほ察でき、クル

ーズ⯪もある。 

羅臼ビジターセンター 

㔝付半島 ⲡ原ではエゾシカやキタキツネ、ユキウサギな

ど、夏の㔝付湾ではほ光⯪に乗ってゴマフアザ

ラシがほ察できる。 

㔝付半島ネイチャーセンタ

ー 

㔲㊰湿原 湿原や周㎶の林には散策㊰があり、エゾシカ、

エゾリス、シマリス、キタキツネ、ユキウサギ

などが生息。 

温根内ビジターセンター 

あ　岬 国内最大のゼニガタアザラシの生息地がある。

㐲いが岩礁で休む姿をほ察できる。 

あ　岬「㢼の㤋」 

㟷森 白神山地 ツキノワグマ、ニホンザル、カモシカ、ニホン

テンなどが生息。林㐨やブナ林の散策コースが

あり、フィールドサインをほ察できる。 

白神山地ビジターセンター 

岩手 岩手山 ニホンモモンガ、ニホンノウサギ、カモシカな

どが生息。山㡬㸦2038m㸧周㎶ではオコジョと出

会うこともある。 

網張ビジターセンター 

宮城・

山形 

ⶶ王㐃峰 多くの哺乳㢮が生息し、散策㊰ではニホンザル、

ニホンアナグマ、カモシカ、ニホンリスなどに

出会うこともある。 

ⶶ王㔝㫽の森自然ほ察セン

ター 

新潟 浅ⲡ山㯄㐟々

の森 

ブナ、ミズナラなどのⴠⴥ広ⴥ樹林には、ツキ

ノワグマ、カモシカ、ニホンリス、ニホンテン

などの哺乳㢮が生息する。 

県立浅ⲡ山㯄エコ・ミュー

ジアム 

石川 白山ブナオ山 ほ察舎の対岸や周㎶で、カモシカ、ツキノワグ

マ、ニホンザル、ニホンリスなどをほ察できる。

4月ごろには、対岸でⲡを採㣗するツキノワグマ

の姿を㧗い確率でぢられる。 

ブナオ山ほ察舎 

栃木 㑣㡲平成の森 ⴠⴥ広ⴥ樹林の中に散策㊰が整備され、ツキノ

ワグマ、ニホンノウサギ、ホンシュウジカなど

のフィールドサインがぢつけられる。 

㑣㡲平成の森フィールドセ

ンター 
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神奈川 箱根仙石原 ススキ原にはカヤネズミが生息し、周㎶ではイ

ノシシ、ニホンノウサギなどのフィールドサイ

ンがぢつけられる。 

箱根ビジターセンター 

山梨 八ヶ岳㧗原キ

ープ協会自然

歩㐨 

散策㊰でホンシュウジカやニホンリスと出会う

こともある。ホンドギツネやニホンテン、ヤマ

ネなども生息する。 

県立八ヶ岳自然ふれあいセ

ンター 

㟼岡 㟼岡県立森林

公園 

アカマツ林を中心とした㔛山環境にムササビや

ニホンリスなどが生息している。 

県立森林公園ビジターセン

ター 

山口 秋吉台 日本最大のカルスト台地のⲡ原には、カヤネズ

ミやニホンノウサギなどが生息している。 

秋吉台エコミュージアム 

㛗崎 対㤿 ツシマヤマネコだけではなく、シベリアイタチ

など大㝣系の種㢮が生息する。 

対㤿㔝生生物保ㆤセンター 

福岡 平尾台カルス

ト 

石灰岩でできた台地にⲡ原が発㐩し、ニホンノ

ウサギ、イノシシ、タヌキ、カヤネズミなどが

生息する。 

平尾台自然ほ察センター 

㮵児島 奄美大島 

・㔠作原原生林 

照ⴥ樹林が㨚⵬とし、アマミノクロウサギやア

マミトゲネズミなどの固有種が生息。リュウキ

ュウイノシシの掘り㊧はよく目につき、昼㛫で

も姿をぢせることがある。 

奄美㔝生生物保ㆤセンター 

沖縄 山原 

㸦やんばる㸧 

スダジイなどの常緑広ⴥ樹からなる森林にそわ

れ、オキナワトゲネズミやケナガネズミなど㈗

㔜な固有種が生息する。 

国㢌村環境教育センターや

んばる学びの森 

『フィールドで出会う 哺乳動物ほ察ガイド』 

㸦山口喜盛・ⴭ㸭ㄔ文堂新光社㸭2017㸧をもとに作成 

 
※上グリストの作成意図について 

 当初は「国立公園における㔝生動物ほ察センターのリストアップ」という依㢗だったが、国立公園には

「㔝生生物保ㆤセンター」「世界㑇産センター」「ビジターセンター」などの地域の自然や生き物に㛵する

施タはあっても、㔝生動物ほ察を主目的とした施タは確ㄆできなかった。 

 「㔝生生物保ㆤセンター」「世界㑇産センター」「ビジターセンター」といった施タでは、「ほ察のしやす

い特定の㔝生動物のほ察会」や「アニマルトラッキング」など㔝生動物㛵㐃のプログラムを実施している

ところもある。また、㔝生動物やその痕㊧のほ察を主目的としてㅻってはいないが、「自然ほ察会」「フィ

ールドウォッチング」「スノーシューハイク」といったプログラムを実施している施タは多く、それらに参

加することで㔝生動物やその痕㊧をほ察できるケースもある。 
 㔝生動物ほ察を含めた自然体㦂プログラムを実施している主な施タを一ぴ化することも考えたが、それ

よりも今後の展㛤を考慮して「㔝生動物のほ察に㐺したエリア」と「拠点施タ」を⾲としてまとめること

にした。㔝生動物のほ察に㐺したエリアであれば、ツアーコンテンツ㐀成の可能性があり、そのためには

地域の自然に精㏻した専㛛家㸦拠点施タの専㛛職員など㸧からのアドバイスが不可欠であるからだ。 
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